
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
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一
九
二
〇
年
代
後
半
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
建
設
を
中
心
に
一

北

すホ

昌

史

門
要
約
】
　
ド
イ
ツ
の
建
築
家
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
広
範
な
社
会
層
の
た
め
の
住
宅
建
設
に
大
々
的
に
関

与
す
る
。
当
時
ベ
ル
リ
ン
で
は
公
的
な
援
助
の
も
と
非
営
利
的
住
宅
建
設
団
体
が
積
極
的
に
住
宅
建
設
を
進
め
て
い
た
。
タ
ウ
ト
が
設
計
し
た
「
ジ
ー
ド

ル
ン
ク
」
だ
け
で
も
、
そ
こ
に
も
う
け
ら
れ
た
住
居
は
一
万
二
千
に
お
よ
ぶ
。
タ
ウ
ト
研
究
は
近
年
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
研
究
で

は
彼
の
活
動
と
、
｝
九
世
紀
の
都
市
化
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
の
変
化
を
関
連
づ
け
る
視
点
は
希
薄
で
あ
る
。
本
稿
は
、
一
九
世
紀
前
半
以
来
の
ベ
ル
リ
ン
の

住
環
境
の
変
化
と
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
展
開
し
た
住
宅
改
革
達
動
の
系
譜
の
中
に
タ
ウ
ト
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の

た
め
に
ま
ず
一
九
世
紀
の
住
環
境
と
佐
宅
改
革
運
動
を
概
観
す
る
が
、
そ
の
際
注
目
す
る
の
は
一
八
六
二
年
の
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
構
造
で
あ
る
。
こ
の
都
市
構
造
を
念
頭
に
置
き
タ
ウ
ト
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
の
評
価
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
一
㎜
巻
一
号
二
〇
〇
九
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
ド
イ
ツ
の
建
築
家
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
（
～
八
八
○
一
一
九
三
六
年
）
が
、
一
九
三
三
年
五
月
か
ら
三
六
年
一
〇
月
ま
で
の
三
年
数
ケ
月
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

本
滞
在
の
間
、
建
築
家
と
し
て
残
し
た
仕
事
は
皆
無
に
近
い
。
桂
離
宮
な
ど
の
日
本
の
伝
統
的
美
を
独
自
の
観
点
で
描
い
た
著
作
は
、
そ
の
後

の
日
本
の
読
書
人
や
建
築
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
の
、
彼
が
日
本
で
設
計
し
、
実
現
し
た
建
築
物
は
熱
海
に
あ
る
日
向
邸
の
み
と
い
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図1　生駒山嶺小都市計画実体図（大和文華三蔵）

え
る
。
と
は
い
え
、
構
想
し
た
も
の
の
、
実
現
し
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の

　
③
計
画
が
あ
り
、
日
本
滞
在
中
の
建
築
家
と
し
て
の
彼
の
思
念
を
辿
る
に
は

そ
う
し
た
計
画
の
検
討
も
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
実
現
し
な

か
っ
た
計
画
の
中
に
、
彼
が
大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社
（
現
在
の
近
畿
日

本
鉄
道
）
か
ら
依
頼
さ
れ
て
一
九
三
三
年
に
作
成
し
た
「
生
駒
山
嶺
小
都

　
　
　
　
　
　
④

市
計
画
」
が
あ
る
。
こ
の
「
小
都
市
計
画
」
は
、
既
に
開
園
し
て
い
た
遊

園
地
と
敷
地
を
接
す
る
か
た
ち
で
構
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
現
在
も
生

駒
山
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
飛
行
塔
と
、
そ
れ
に
隣
接
し
て
建

て
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
ホ
テ
ル
を
中
核
に
し
て
一
戸
建
て
の
住
宅
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
戸
建
て
が
予
定
さ
れ
て
い
た
区
画
に
は
現
在
テ

レ
ビ
局
の
ア
ン
テ
ナ
が
林
立
し
て
い
る
（
図
一
）
。

　
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
計
画
は
、
以
前
の
活
動
と
の
連
続
性

の
も
と
日
本
に
お
け
る
タ
ウ
ト
の
仕
事
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
な
業
績

と
い
え
る
。
ま
ず
、
本
稿
で
も
み
て
い
く
よ
う
に
、
こ
う
し
た
多
く
の
住

宅
を
集
め
た
居
住
地
の
建
築
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
タ
ウ
ト
の
活
動
領
域

の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
そ
う
し
た
活
動
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ベ
ル
リ
ン
郊
外
の
田
園
都
市
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク

建
設
に
は
じ
ま
り
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
ベ
ル
リ
ン
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

建
設
で
頂
点
に
達
す
る
。
彼
は
、
公
益
的
住
宅
・
貯
蓄
・
建
築
株
式
会
社

71　（7工）



○
Φ
日
魚
目
蜂
陪
σ
q
①
団
①
ぎ
ω
＆
叶
9
亭
§
匹
ω
篤
錘
葬
δ
詳
σ
q
①
ω
①
房
。
訂
津
が
建
設
し
た
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
を
中
心
に
、
一
万
二
千
戸
の
住
居
の
設
計
に

　
　
　
　
　
　
　
⑥

関
与
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
会
社
は
略
称
を
G
E
H
A
G
と
い
い
、
本
稿
で
も
以
下
こ
の
略
称
を
用
い
る
。
「
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
ω
δ
巳
彗
σ
q
」
と

は
も
と
も
と
開
拓
地
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
新
し
い
発
想
に
基
づ
く
集
合
住
宅
や
住
宅
地
を
表
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
人
里
離
れ
た
山
中
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
建
造
物
や
そ
れ
を
中
核
に
し
た
共
同
体
を
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

け
る
と
い
う
発
想
は
、
第
　
次
世
界
大
戦
中
の
『
都
市
の
冠
』
や
『
ア
ル
プ
ス
建
築
』
な
ど
の
彼
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
著
作
の
具
体
化
と
解
釈
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
タ
ウ
ト
の
建
築
家
と
し
て
の
活
動
領
域
は
以
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
家
具
を
設
計
し
た
り
、
人
の
動
線
を
合
理
的
に
考
慮
し
た
部
屋
と
家
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
配
置
を
考
案
し
た
り
し
て
い
る
。
彼
の
活
動
は
、
現
代
的
な
住
居
の
成
立
に
関
わ
る
点
に
つ
い
て
極
め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
。
こ
れ
に
加
え
、

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
に
生
ま
れ
、
教
育
を
受
け
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
業
し
、
そ
の
後
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
、
再
び
ベ
ル
リ
ン
、
モ
ス
ク
ワ
、
日
本
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
て
客
死
し
た
ト
ル
コ
と
活
動
の
場
を
大
き
く
変
え
た
彼
は
、
そ
れ
に
伴
い
建
築
上
の
表
現
形
式
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
て
い
く
。
こ
う
し
た
タ

ウ
ト
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
を
総
体
的
に
お
こ
な
う
の
は
、
実
は
容
易
な
作
業
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
タ
ウ
ト
の
全
体
像
を
解
明
す
る
の
は

今
後
の
課
題
と
し
て
、
と
く
に
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
建
設
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
の
住
宅
建
設
を
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
～
九
世

紀
中
葉
以
来
の
住
環
境
の
変
化
や
住
宅
改
革
運
動
の
展
開
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
こ
れ
に
加
え
、
「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
、
本
論
の
議
論
を
踏
ま
え
て
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
タ
ウ
ト
評
価
と
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
社
会
の

変
化
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
を
加
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
一
九
世
紀
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
や
住
宅
改
革
運
動
を
、
タ
ウ
ト
と

い
う
媒
介
項
を
通
し
て
現
代
社
会
ま
で
見
通
し
を
つ
け
る
試
み
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
本
稿
は
二
百
年
近
い
き
わ
め
て
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン

を
扱
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
住
環
境
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
一
九
世
紀
の
都
市
化
の
過
程
の
中
、
上
下

水
道
、
ガ
ス
、
電
気
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
が
都
市
社
会
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
住
環
境
の
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
に

は
こ
う
し
た
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。
住
環
境
が
、
住
宅
内
に
水
、
暖
房
や
調
理
用
の
燃

72　（72）



料
、
灯
火
用
の
油
を
も
っ
て
く
る
に
も
、
排
泄
物
を
処
理
す
る
に
も
自
力
で
お
こ
な
っ
て
い
た
も
の
か
ら
、
そ
う
し
た
作
業
を
他
人
の
手
を
借

り
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
住
環
境
の
変
化
の
過
程
を
、
・
王
に
住
環
境
を
改
革
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
し
た
人
々
の
議
論
か
ら
辿
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
都
市
問
題
や
住
宅
問
題
も
、
人
間
が
取
り
組
ん
で
き
た
重
要
な
「
環
境
」
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
年
来
研
究
を
進
め
て
き
た
住
宅
改
革
運
動
も
、
そ
う
し
た
「
環
境
」
に
対
す
る
働
き
か
け
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
筆
者
の
研
究
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

働
き
か
け
を
具
体
的
な
歴
史
的
脈
絡
の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
～
九
世
紀
の
「
環
境
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
筆
者
の
研
究
成
果
を
よ
り
長
期
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
中
で
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
章
を
改
め
て
本
稿
の
議
論
に
関
わ
る
研
究
動
向
を
整
理
し
て
課
題
を
明
確
に
し
た
い
。

ブルーノ・タウトとベルリンの住環境（北村）

①
　
タ
ウ
ト
の
日
本
滞
在
中
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
土
肥
美
夫
『
タ
ウ
ト
　
芸
術
の

　
旅
ー
ア
ル
プ
ス
建
築
へ
の
道
臨
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
二
三
〇
…
二
五
九

　
頁
、
セ
ゾ
ン
美
術
館
編
『
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
　
　
一
八
八
O
I
一
九
一
二
八
』
ト
レ

　
ヴ
ィ
ル
、
一
九
九
四
年
、
二
五
九
…
三
一
六
頁
、
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
編
『
ブ

　
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
ー
桂
離
宮
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
建
築
』
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
、
二

　
〇
〇
七
年
、
　
一
一
三
…
一
七
四
頁
、
十
目
マ
Φ
島
ω
聴
凱
①
卸
⇔
d
毎
8
↓
磐
二
p

　
冒
慧
p
一
円
≦
ぎ
隷
巴
累
時
鳥
置
σ
q
Φ
H
ロ
乱
囚
誘
電
富
閏
留
ほ
ヨ
磐
p
ζ
舞
臣
器

　
ω
。
露
幕
p
ζ
雪
｛
門
巴
ω
需
一
山
①
一
（
Φ
e
”
b
u
℃
，
§
。
寄
§
N
器
9
N
器
。
。
㌔
》
、
惑
§
神
馬

　
N
罎
時
S
§
三
惑
ミ
翫
§
§
駄
緩
目
謡
督
ミ
F
ω
目
送
σ
q
壁
＼
《
雪
。
げ
雪
卜
。
O
O
一
．

②
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
『
日
本
美
の
再
発
見
』
岩
波
新
書
、
一
九
三
九
年
、
同

　
糊
ニ
ッ
ポ
ン
』
（
森
偶
適
訳
）
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
一
年
（
初
版
は
一
九

　
四
一
年
）
、
同
『
日
本
文
化
私
観
』
（
森
偶
郎
訳
）
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
二

　
年
（
初
版
一
九
＝
エ
ハ
年
）
、
　
類
題
凹
帖
桂
離
鱗
呂
㎞
　
（
紬
條
田
田
央
雄
訳
）
山
石
波
陥
凹
店
、
　
｝

　
九
八
一
年
。
日
本
滞
在
中
の
タ
ウ
ト
の
日
記
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ル
…
ノ
・

　
タ
ウ
ト
門
日
本
　
タ
ウ
ト
の
日
記
暁
（
篠
田
英
雄
訳
）
岩
波
書
店
、
　
九
七
五
年

　
（
一
九
五
か
年
に
五
巻
本
で
発
行
さ
れ
て
い
た
も
の
を
三
冊
に
再
編
集
し
た
も

　
の
）
。

③
客
亭
匹
曽
α
Q
2
Φ
齢
鉢
（
巴
ω
．
）
曽
信
ミ
も
．
認
O
山
⑩
α
に
タ
ウ
ト
の
建
築
作
品
を
年

　
代
順
に
並
べ
た
り
ス
ト
が
あ
る
が
、
日
本
滞
在
中
の
作
品
は
O
．
ω
c
。
叩
ω
c
。
O
に
生

　
駒
山
上
小
都
市
計
画
、
東
京
の
ト
ル
コ
大
使
館
、
日
向
邸
、
東
京
郊
外
の
一
住
宅

　
試
案
、
麻
布
の
大
倉
邸
（
～
部
の
み
）
が
あ
が
る
の
み
で
あ
る
。

④
タ
ウ
ト
の
描
い
た
生
駒
山
上
小
都
市
計
画
の
各
種
の
図
面
を
発
掘
し
展
示
し
た

　
の
が
、
一
九
九
四
年
の
ブ
ル
…
ノ
・
タ
ウ
ト
展
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
そ
の
図
録
で

　
あ
る
セ
ゾ
ン
美
術
館
前
掲
書
、
二
三
二
一
二
三
五
頁
に
掲
載
。
二
〇
〇
七
年
の
タ

　
ウ
ト
展
の
図
録
で
あ
る
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
編
前
掲
書
、
　
三
四
1
＝
二
五
頁
に

　
も
収
録
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
図
録
で
は
図
版
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
管
見
の
限

　
り
で
は
、
生
駒
山
上
小
都
市
計
画
に
関
す
る
研
究
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

⑤
タ
ウ
ト
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
建
設
の
概
略
に
つ
い
て
は
寄
蓉
賦
暴
国
畏
諺
鴛
P

　
叩
琶
。
↓
民
器
篇
⑦
『
≧
。
窪
8
昇
σ
§
傷
コ
器
Φ
「
く
8
0
鋤
冨
Φ
十
一
巴
精
測
‘
匿
ω
一
Φ
争

　
一
旨
α
Q
①
戸
葺
客
取
鋳
p
α
q
曾
①
件
鉢
（
Φ
q
ω
．
￥
魯
ミ
参
照
。

⑥
G
E
H
A
G
の
活
動
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
公

　
益
的
住
宅
建
設
組
織
の
「
社
史
」
で
あ
る
Q
§
ミ
匙
鷺
寒
、
鷺
ミ
§
ミ
魁
澄
噌
嵩
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ぎ
ぎ
ミ
蓉
§
誹
S
慧
§
切
ミ
N
賞
し
σ
⑦
匪
ロ
む
雪
も
’
卜
。
富
｛
．
参
照
。

⑦
証
本
滞
在
中
に
執
筆
さ
れ
た
「
ジ
…
ド
ル
ン
ク
」
に
つ
い
て
の
タ
ウ
ト
に
よ
る
’

　
簡
単
な
考
察
と
し
て
「
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
覚
轡
扁
お
よ
び
「
日
本
と
ジ
ー
ド
ル
ン

　
ク
」
『
続
　
建
築
と
は
何
か
睡
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
八
年
が
あ
る
。

⑧
こ
の
時
期
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
著
作
に
つ
い
て
は
H
効
『
し
σ
。
琶
毛
ご
σ
P
u
輿

　
≦
。
。
圃
8
胃
b
d
凄
唇
日
四
鼻
ぎ
一
累
臼
α
ぎ
σ
q
興
皿
≧
（
①
匹
。
。
．
）
”
§
ミ
参
照
。
ワ
タ
リ

　
ウ
ム
美
術
館
編
前
掲
書
、
四
〇
1
九
三
頁
も
参
照
。
『
ア
ル
プ
ス
建
築
睡
の
原
文

　
に
つ
い
て
は
し
d
旨
き
6
震
∬
》
奪
』
ミ
臨
註
謡
暁
尉
鳶
§
窪
ミ
＄
魯
畑
田
鋤
ミ
愚
貫

　
ζ
雰
畠
Φ
『
℃
お
G
。
［
⑦
r
b
。
O
O
蒔
を
参
照
し
た
。

⑨
こ
の
点
を
理
論
的
に
考
察
し
た
の
が
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
『
新
し
い
住
居
1

　
つ
く
り
手
と
し
て
の
翼
翼
瞼
（
斉
藤
理
訳
）
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年

　
（
原
著
は
一
九
二
四
年
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
ベ
ル
リ
ン
郊
外
ダ
ー
レ
ヴ
イ
ッ
ツ
の

　
自
宅
に
お
い
て
実
践
し
た
状
況
を
の
べ
た
の
が
同
『
一
住
宅
臨
（
斉
藤
理
訳
）
中

　
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
（
原
著
は
一
九
二
七
年
）
で
あ
る
。

⑩
タ
ウ
ト
の
経
歴
に
つ
い
て
は
翼
霞
象
品
卑
簿
鉢
（
製
し
・
．
）
け
号
§
も
』
O
。
。
h
．
の

　
b
d
δ
σ
q
鎚
冨
δ
や
セ
ゾ
ン
美
術
館
編
と
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
編
の
図
録
参
照
。

⑪
ド
イ
ツ
に
お
け
る
環
境
史
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
田
北
巌
道
「
ド
イ
ツ
学
界

　
に
お
け
る
環
境
史
研
究
の
現
状
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
接
近
方
法
を
求
め

　
て
」
『
経
済
学
研
究
臨
六
七
一
三
、
二
〇
〇
〇
年
参
照
。
日
本
に
お
い
て
ド
イ
ツ

　
に
お
け
る
「
環
境
」
を
扱
っ
た
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
、
我
々
が
目
に
す
る
森
林

　
も
入
間
の
手
が
入
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
説
い
た
、
北
村
昌
美

　
『
森
林
と
文
化
i
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
の
四
季
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一

　
九
八
一
年
が
あ
る
。

⑫
拙
著
糊
ド
イ
ツ
住
宅
改
革
運
動
－
一
九
世
紀
の
都
市
化
と
市
民
社
会
』
京
都

　
大
学
学
術
繊
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。
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一
　
問
題
の
所
在

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
本
国
に
お
い
て
建
築
家
と
し
て
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、
建
築
界
に
お
い
て
も
歴
史
学
界
に
お
い
て
も
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
○
年
代
以
降
、
ド
イ
ツ
本
国
で
も
タ
ウ
ト
の
活
動
を
包
括
的
に
と
ら
え
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
彼
に
関
す
る
研
究
は
汗
牛
充
棟
の
観
が
あ
る
。
建
築
史
家
で
は
な
い
筆
者
は
、
こ
う
し
た
彼
に
対
す
る
関
心
の

変
遷
の
背
景
を
十
分
に
論
ず
る
資
格
は
な
い
が
、
社
会
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
は
「
お
わ
り
に
」
で
改
め
て
議
論
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
日
本
に
お
い
て
も
、
日
本
滞
在
期
の
彼
の
活
動
に
も
っ
ぱ
ら
焦
点
を
あ
て
た
、
か
つ
て
の
研
究
状
況
は
、
現
在
で
は
完
全
に
乗
り
越
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
い
る
。
そ
の
点
で
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
一
九
八
六
年
の
美
術
史
家
土
肥
美
夫
氏
に
よ
る
著
作
で
あ
ろ
う
。
土
肥
氏
は
、
同
時
東
西
ド
イ
ツ

で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
タ
ウ
ト
再
評
価
の
動
き
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
タ
ウ
ト
の
活
動
の
史
料
調
査
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、



ブルーーノ・タウトとベルリンの住環境（北村）

日
本
で
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
な
い
タ
ウ
ト
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
タ
ウ
ト
の
活
動
に
も
造
詣
の
深
い
ア
ー
ヘ
ン
工
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

大
学
の
シ
ュ
パ
イ
デ
ル
教
授
も
関
与
し
て
一
九
九
四
年
と
二
〇
〇
七
年
の
二
度
に
わ
た
り
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
展
が
開
催
さ
れ
、
タ
ウ
ト
の
活

動
を
そ
の
初
期
段
階
か
ら
最
期
に
至
る
ま
で
を
…
律
し
て
と
ら
え
る
た
め
の
土
台
が
現
在
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
建
築
史
や
建
築
研
究
の
観
点
に
立
つ
近
年
の
研
究
で
は
、
タ
ウ
ト
の
建
築
活
動
や
そ
の
背
景
に
あ
る
理
念
を
検
討
し
て
い
て
も
、

彼
の
活
動
を
～
九
世
紀
以
来
の
都
市
化
に
伴
う
住
環
境
の
変
化
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
視
点
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
は
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た

㎎
・
タ
ウ
ト
の
活
動
に
つ
い
て
は
・
前
の
時
代
に
対
す
る
薪
的
な
側
面
の
み
な
ら
ず
本
稿
で
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
2
九
世
紀
以
来

の
連
続
性
の
な
か
で
発
想
し
て
い
る
と
、
と
ら
え
る
べ
き
側
面
も
み
ら
れ
る
。
彼
を
包
括
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
彼
が
伝
統
か
ら
う
け
い

れ
て
い
た
側
面
も
議
論
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
生
駒
山
上
の
住
宅
地
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
タ
ウ
ト
の
建
築
活
動
、

と
く
に
二
〇
年
代
後
半
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
建
設
を
一
九
世
紀
以
来
の
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
の
変
化
や
そ
れ
を
背
景
に
展
開
し
た
住
宅
改
革
運
動

の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
た
い
。
た
だ
し
、
生
駒
山
上
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
に
ふ
れ
る
に
と
ど
め
、
本
稿
の
主
た
る
舞
台
は

ベ
ル
リ
ン
で
あ
る
。

　
タ
ウ
ト
の
活
動
を
一
九
世
紀
社
会
か
ら
の
流
れ
の
中
で
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
一
九
世
紀
の
住
宅
や
住
宅
改
革
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ふ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
七
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
ニ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
の
論
文
を
千
山
と
す
る
一
九
世
紀
の
住
宅
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

以
前
検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
。

　
こ
こ
で
は
本
稿
の
議
論
の
研
究
史
上
の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
次
の
点
を
の
べ
て
お
け
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
住
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

や
住
宅
改
革
運
動
を
扱
う
一
九
八
○
年
代
以
来
の
研
究
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
基
盤
が
確
立
す
る
「
社
会
的
住
宅
建
設
。
。
。
臨
巴
9

芝
。
ぎ
§
σ
Q
ω
ぴ
雲
」
を
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
一
九
世
紀
中
葉
以
来
の
運
動
を
叙
述
す
る
傾
向
に
あ
る
。
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
と
は
公
権
力
の

積
極
的
な
関
与
の
も
と
住
宅
建
設
を
進
め
る
あ
り
方
を
い
う
。
こ
う
し
た
視
角
で
研
究
が
進
め
ら
れ
た
た
め
に
、
本
稿
の
関
心
か
ら
い
え
ば
次

の
二
点
の
研
究
上
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
第
一
に
、
一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
の
う
ち
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
に
関
わ
っ
て
く
る
部
分
だ
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け
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
都
市
化
に
伴
う
住
環
境
の
変
動
と
の
関
連
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
「
社
会
的
住
宅
建
設
」

誕
生
が
決
定
的
転
換
点
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
一
九
世
紀
中
葉
以
来
の
住
宅
改
革
運
動
に
つ
い
て
の
叙
述
が
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
で
と
ま
っ

て
し
ま
い
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
住
宅
建
設
と
の
関
わ
り
が
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
を
扱

　
　
⑫

う
研
究
も
同
様
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
十
分
な
考
慮
を
払
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
一
九
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
状
況
と
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
動
き
と
の
関
連
が
具
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、
近
現
代
ド
イ
ツ
住
宅
研
究
の
研
究
上

の
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た
い
。

　
筆
者
は
、
こ
の
二
つ
の
問
題
の
う
ち
前
者
を
意
識
し
て
～
九
世
紀
ベ
ル
リ
ン
で
展
開
し
た
住
宅
改
革
運
動
の
研
究
を
進
め
、
二
〇
〇
七
年
に

一
書
を
公
刊
し
た
。
そ
の
際
、
住
宅
改
革
運
動
を
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
状
況
か
ら
過
去
遡
及
的
に
と
ら
え
ず
、
一
九
世
紀
社
会
の
脈
絡
の
な
か

で
と
ら
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
本
稿
は
、
そ
の
成
果
に
依
拠
し
な
が
ら
、
後
者
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
筆
者
が
最
近
研
究
に
着
手
し
た
タ
ウ

ト
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
に
つ
い
て
一
つ
の
解
釈
を
加
え
る
試
論
で
あ
る
。
タ
ウ
ト
自
身
、
第
　
次
世
界
大
戦
以
前
に
一
九
世
紀
以
来
の
住
宅
改
革

運
動
の
流
れ
を
う
け
て
活
動
を
始
め
、
大
戦
後
そ
の
構
想
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
。
タ
ウ
ト
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
帝
政
と
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
二
つ
の
時
期
の
架
橋
を
試
み
る
こ
と
は
、
史
上
初
の
総
力
戦
で
あ
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
社
会
史
、
政
治
史
、
そ

し
て
経
済
史
上
の
意
義
を
再
検
討
す
る
と
い
う
課
題
に
も
つ
な
が
る
。
大
戦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
ど
の
部
分
を
変
え
、
そ
し
て
大
戦
に
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
わ
ら
ず
ど
の
よ
う
な
要
因
が
連
続
し
た
の
か
と
い
う
課
題
に
現
在
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
タ
ウ
ト
を
手
が
か
り
と
し
て
本
稿

は
こ
の
問
題
に
も
さ
さ
や
か
な
寄
与
を
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
章
を
改
め
て
一
九
世
紀
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
と
住
宅
改
革
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

①
～
九
八
O
年
代
ま
で
の
タ
ウ
ト
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
土
肥
前
掲
書
、

　
～
三
頁
参
照
。

七
一

②
　
タ
ウ
ト
研
究
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
は
囚
目
こ
百
α
q
7
夕
霧
”
し
ロ
ミ
き
§
黛
ひ

　
N
器
阜
N
鵠
釦
切
⑦
忌
⇒
一
り
刈
O
で
あ
り
（
筆
者
未
見
）
、
タ
ウ
ト
に
関
す
る
関
心
が
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高
ま
っ
た
時
期
に
そ
う
し
た
動
き
を
反
映
し
て
世
に
問
わ
れ
た
論
文
を
い
く
つ
か

　
ま
と
め
た
の
が
土
肥
美
夫
他
『
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
現
代
1
「
ア
ル
プ
ス
建

　
築
」
か
ら
「
桂
離
宮
」
へ
』
岩
波
書
店
、
｝
九
八
｝
年
で
あ
る
。

③
箔
②
己
ぎ
σ
q
墾
田
鉢
（
巴
。
・
’
）
“
3
ら
蹄
も
．
念
？
偽
ω
ω
に
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
世
に

　
問
わ
れ
た
タ
ウ
ト
研
究
の
リ
ス
ト
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
み
て
も
一
九
八
○

　
年
代
以
降
タ
ウ
ト
研
究
が
急
増
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

④
　
た
と
え
ば
、
タ
ウ
ト
に
関
す
る
比
較
的
新
し
い
評
伝
で
あ
る
高
橋
英
夫
『
ブ

　
ル
…
ノ
・
タ
ウ
ト
㎞
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
五
年
（
初
版
は
一
九
九
一
年
）

　
で
も
、
焦
点
は
日
本
滞
在
期
の
タ
ウ
ト
で
あ
る
。

⑤
土
肥
前
掲
書
。

⑥
ω
需
至
極
号
ミ

⑦
そ
れ
ぞ
れ
の
図
録
が
セ
ゾ
ン
美
術
下
編
前
掲
書
と
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
函
館
編
前
掲

　
書
で
あ
る
。

⑧
管
見
の
限
り
で
は
、
F
・
ボ
レ
リ
、
K
・
ハ
ル
ト
マ
ソ
「
ブ
ル
…
ノ
・
タ
ウ
ト

　
評
伝
一
幻
想
的
美
学
者
か
ら
美
的
社
会
（
理
想
）
主
義
者
へ
」
（
生
松
敬
三

　
訳
）
土
肥
美
夫
他
前
掲
晋
所
収
が
、
一
九
世
紀
以
来
の
都
市
化
の
中
で
タ
ウ
ト
を

　
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
例
外
的
な
研
究
で
あ
る
が
、
概
括
的
な
状
況
説
明
に
と
ど

　
ま
る
。

⑨
ジ
実
直
ぐ
・
［
忌
日
ヨ
Φ
誉
馨
Φ
門
中
冨
＆
響
く
8
串
雪
N
切
葺
α
q
α
q
磐
①
導
）
堕
叢
Φ

　
毛
。
ぎ
冨
ロ
≧
げ
㊦
ぽ
＝
ヨ
二
巴
。
。
㊦
昌
色
。
蔦
ミ
出
、
ミ
妃
鳶
、
晦
。
葭
貯
奮
ミ
9
黄
一
9

　
一
〇
刈
◎

二
　
一
九
世
紀
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
と
住
宅
改
革
運
動

⑩
拙
稿
コ
九
世
紀
ド
イ
ツ
住
宅
改
革
運
動
研
究
の
動
向
」
『
西
洋
史
学
』
二
〇

　
四
、
二
〇
〇
二
年
お
よ
び
前
掲
拙
著
序
章
陣
弟
一
二
節
。

⑪
代
表
的
な
も
の
と
し
て
Ω
⑦
ヨ
①
嵩
N
留
目
Φ
§
碧
P
5
轟
譜
、
き
ぎ
§
讐
｝

　
》
ミ
N
ミ
ぎ
ぎ
§
讐
。
ミ
ミ
b
㍉
鴨
肉
§
ミ
富
§
潟
二
二
註
b
奏
§
隷
、
§
駄
N
O
。
畿

　
－
N
綬
み
O
α
践
聞
α
q
①
p
一
Φ
鐸
な
ど
が
あ
る
。

⑫
近
年
の
研
究
と
し
て
菊
鼠
。
｝
｛
切
9
践
ρ
奪
§
N
§
翫
き
ぎ
§
讐
い
§
§
ヒ
ロ
睾

　
§
N
縮
へ
窯
偽
N
ミ
9
b
貯
量
ミ
ら
詠
口
凄
蕊
、
§
晦
討
§
、
謹
ミ
轟
謎
、
沁
魯
S
§

　
§
蹴
§
越
ら
ミ
鼻
ゆ
手
写
卜
。
O
O
蒔
が
あ
る
。

⑬
次
の
二
つ
の
邦
語
文
献
は
住
宅
を
め
ぐ
る
　
九
世
紀
的
問
題
と
ヴ
ァ
イ
マ
ル
的

　
問
題
の
関
連
を
実
証
的
に
と
ら
え
て
お
り
、
両
時
代
の
研
究
の
架
橋
と
い
う
課
題

　
に
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
後
藤
俊
明
『
ド
イ
ツ
住
宅
問
題
の
政
治
社

　
会
史
i
ヴ
ァ
イ
マ
ル
社
会
国
家
と
中
間
層
駈
未
来
社
、
一
九
九
九
年
、
大
場
茂

　
明
『
近
代
ド
イ
ツ
の
市
街
地
形
成
一
公
的
介
入
の
生
成
と
展
開
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

　
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。

⑭
第
一
次
世
界
大
戦
と
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
菊
。
α
q
曾
O
窪
。
冨
身
α
q
”
守
慧
ミ
匙

　
勲
ミ
ミ
ミ
§
ミ
尋
9
帽
ミ
き
、
い
二
一
－
N
絵
釦
O
食
。
日
訂
臨
σ
q
Φ
d
⇒
ぞ
Φ
盗
難
軍
Φ
ω
。
。

　
一
8
。
。
一
即
い
≦
国
く
雪
。
。
蝉
鼠
自
蝉
同
冨
葺
℃
o
σ
q
σ
q
Φ
〈
8
ω
冨
巳
ヨ
横
雪
（
Φ
巳
轡

　
§
応
9
ミ
ミ
蝿
駄
暮
Q
国
、
敦
§
、
ミ
き
き
O
臥
。
乙
d
巳
く
韓
ω
一
q
℃
【
Φ
ω
ρ
一
④
O
ρ

　
松
家
量
刑
統
制
経
済
と
食
糧
問
題
－
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
ポ
ズ
ナ
ン
市
食

　
糧
政
策
㎞
成
文
社
、
一
一
〇
〇
一
年
、
木
村
靖
二
明
二
つ
の
世
界
大
戦
㎞
山
川
出
版

　
社
、
一
九
九
六
年
。

　
一
九
世
紀
に
な
っ
て
進
展
し
た
都
市
化
に
伴
う
人
口
増
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
市
民
層
は
都
市
の
住
環
境
の
悪
化
を
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
ド
イ
ツ
帝
国
の
範
囲
で
も
っ
と
も
顕
著
に
現
れ
た
の
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
、
そ
し
て
統
一
後
は
ド
イ
ツ
帝
国
の
首
都
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①

と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
人
口
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
二
〇
万
人
弱
か
ら
世
紀
中
葉
に
は
四
〇
万
人
、
ド
イ
ツ
統
一
の
　
八

七
一
年
に
は
八
○
万
に
な
る
。
そ
の
後
人
口
の
増
加
は
加
速
化
し
、
一
九
…
二
年
に
は
二
〇
九
万
人
と
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
頂
点
に
達
し
て

　
②
い
る
。

　
人
口
増
加
は
、
必
然
的
に
住
宅
需
要
の
増
加
を
も
た
ら
す
。
郊
外
に
一
戸
建
て
や
そ
れ
に
類
似
し
た
形
態
の
住
宅
を
建
設
し
平
面
的
に
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

空
間
を
広
げ
て
い
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
集
合
住
宅
を
巨
大
化
さ
せ
る
こ
と
で
住
宅
需
要
の
増
大
に
対
応
し
た
。

　
早
く
も
一
八
こ
○
年
代
に
は
四
〇
〇
世
帯
、
二
千
人
の
人
が
住
む
、
当
時
に
あ
っ
て
は
巨
大
な
労
働
者
の
た
め
の
集
合
住
宅
群
が
出
現
し
て

　
④い
る
。
ベ
ル
リ
ン
市
罠
か
ら
フ
ァ
ミ
ー
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
呼
ば
れ
た
こ
の
建
物
の
孕
む
衛
生
や
防
犯
上
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
市
内
に
散
在

す
る
半
地
下
住
居
や
屋
根
裏
部
屋
と
い
っ
た
住
宅
と
し
て
不
適
切
な
部
屋
が
住
居
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
、
市
民
層
に
と
っ

て
問
題
あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
住
居
そ
の
も
の
の
劣
悪
さ
の
み
な
ら
ず
、
住
居
が
仕
事
場
と
し
て
用
い
ら
れ
、
又
貸
し
に
よ
っ
て
複
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

家
族
が
一
つ
の
住
居
に
住
む
と
い
っ
た
状
況
も
市
民
層
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
認
識
を
も
と
に
一
八
四
七
年
に
ド
イ
ツ
最
初
の
住
宅
改
革
組
織
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、

こ
の
団
体
は
、
運
営
上
の
不
手
際
の
た
め
、
労
働
者
に
住
宅
を
所
有
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
宅
問
題
の
解
決
を
目
指
す
組
織
か
ら
、
こ
の
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

体
が
既
に
建
て
て
し
ま
っ
た
住
宅
を
管
理
す
る
た
め
の
組
織
へ
と
急
速
に
そ
の
性
格
を
変
化
さ
せ
て
し
ま
う
。

　
一
九
世
紀
中
葉
の
住
宅
改
革
を
巡
る
議
論
を
見
る
と
、
改
革
住
宅
を
介
し
て
市
民
的
生
活
様
式
を
享
受
す
る
社
会
層
を
拡
大
す
る
こ
と
が
意

図
さ
れ
、
都
市
の
外
に
問
題
の
解
決
を
求
め
た
り
、
都
市
社
会
全
体
を
把
握
し
て
改
革
を
お
こ
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
発
想
は
住
宅
改
革
に
関

心
を
も
つ
人
の
構
想
に
は
な
い
。
こ
う
し
た
当
時
の
改
革
構
想
の
象
徴
的
な
発
想
が
、
市
民
と
労
働
者
が
同
じ
建
物
に
住
み
、
前
者
の
よ
い
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

響
を
後
者
に
与
え
る
と
い
う
も
の
（
以
下
「
混
合
居
住
」
）
で
あ
ろ
う
。

　
タ
ウ
ト
の
活
動
と
の
関
わ
り
で
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
を
と
ら
え
る
際
に
重
要
な
転
換
点
と
な
る
の
は
一
八
六
〇
年
代
で
あ
る
。
一
八
六
二
年
、

ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
が
、
そ
れ
ま
で
の
四
キ
ロ
四
方
の
都
市
空
間
が
飽
和
し
た
の
に
伴
い
、
周
辺
部
の
道
路
網
を
策
定
す
る
た
め
に
「
ベ
ル
リ
ン
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周
辺
部
の
拡
張
計
画
」
を
公
布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
実
質
的
な
制
作
者
J
・
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
名
前
を
と
っ
て
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
と
呼
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
そ
の
通
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
（
図
参
照
）
。

　
住
環
境
と
い
う
こ
と
で
は
、
こ
の
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
の
策
定
さ
れ
た
地
域
で
賃
貸
兵
舎
と
よ
ば
れ
る
集
合
住
宅
が
乱
立
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
の
べ
お
き
た
い
。
そ
れ
ま
で
の
建
物
が
道
路
に
面
し
た
部
分
だ
け
に
構
造
物
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
賃

貸
兵
舎
で
は
裏
屋
を
多
数
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
地
を
最
大
限
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
世
紀
前
半
で
は
通
例
四
階
ま
で
だ
っ
た
住

居
用
の
建
物
も
五
階
建
て
以
上
が
当
た
り
前
と
な
る
。
土
地
の
後
方
に
建
て
ら
れ
た
部
分
は
、
通
風
や
採
光
の
点
で
正
面
に
面
し
た
建
物
よ
り

も
状
況
が
悪
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
賃
貸
丘
ハ
舎
の
乱
立
は
、
～
九
世
紀
前
半
に
は
フ
ァ
ミ
ー
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
！
と
い
っ
た
特
定
の
建
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
限
定
さ
れ
て
い
た
建
物
の
大
型
化
の
傾
向
が
、
都
市
空
間
の
極
め
て
広
い
範
囲
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
題
す
る
。

　
賃
貸
兵
舎
が
叢
生
し
た
背
景
と
し
て
は
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
が
個
々
の
土
地
区
画
を
不
必
要
に
広
く
深
く
設
定
し
た
た
め
に
、
土
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

後
方
に
も
建
物
が
増
殖
す
る
こ
と
を
許
し
た
、
と
い
う
事
情
が
同
時
代
人
に
よ
っ
て
既
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
人
口
増
加
に
伴
う
住
宅
需
要
の
拡
大
の
た
め
集
合
住
宅
が
巨
大
化
す
る
の
は
必
然
的
な
動
き
と
い
え
、
こ
う
し
た
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

対
す
る
否
定
的
な
評
価
に
は
留
保
が
必
要
と
お
も
わ
れ
る
。
た
だ
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
が
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
に
与
え
た
影
響
と
し
て
は

次
の
点
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
確
か
に
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
の
範
囲
で
は
賃
貸
兵
舎
が
乱
立
し
、
都
市
化
に
伴
う
巨
大
施
設
が
建
設
さ

れ
る
。
と
は
い
え
、
旧
来
の
都
市
域
は
、
申
心
部
は
官
公
庁
の
建
物
が
増
加
す
る
な
ど
シ
テ
ィ
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
さ
し
あ
た
っ
て
そ
れ
ま
で
の
都
市
構
造
を
維
持
し
て
い
る
。
他
方
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
の
範
囲
の
外
に
は
郊
外
の
邸
宅
地

の
開
発
が
見
ら
れ
、
帝
政
期
で
は
そ
れ
は
布
の
南
西
部
を
中
心
に
進
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
発
令
後
の
ベ
ル
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
住
環
境
を
考
え
る
上
で
三
重
構
造
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
発
生
以
来
批
判
の
対
象
で
あ
り
続
け
た
賃
貸
兵
舎
自
体
、
新
た
な
住
環
境
の
成
立
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
も
こ
こ
で
強
調
し
て

お
き
た
い
。
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ま
ず
、
建
物
の
巨
大
化
に
よ
っ
て
水
の
供
給
や
住
民
の
排
泄
物
の
処
理
が
従
来
の
や
り
方
で
は
機
能
し
な
く
な
る
。
そ
れ
ま
で
は
水
は
庭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

あ
る
井
戸
か
ら
く
ん
で
住
居
ま
で
運
び
、
ま
た
排
泄
物
も
室
内
で
簡
易
便
器
に
出
し
、
そ
れ
を
建
物
周
辺
に
捨
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
建
物

が
大
き
く
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
や
り
方
は
住
民
、
と
り
わ
け
上
の
階
の
住
民
に
は
多
大
な
負
担
を
も
た
ら
す
わ
け
で
あ
り
、
上
下
水
道
の
普
及

や
水
洗
ト
イ
レ
の
定
着
の
背
景
に
は
賃
貸
兵
舎
の
叢
生
と
い
う
状
況
が
あ
る
と
想
定
で
き
よ
う
。
実
際
、
ベ
ル
リ
ン
で
賃
貸
兵
舎
の
建
設
が
は

じ
ま
っ
た
の
は
一
八
六
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
が
、
上
下
水
道
の
普
及
は
～
八
七
〇
年
代
以
降
急
速
に
進
む
。
賃
貸
兵
舎
が
新
た
な
住
習
慣
を
要

請
し
、
そ
れ
が
上
下
水
道
の
普
及
を
促
し
た
と
い
う
推
測
は
あ
な
が
ち
外
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
上
下
水
道
の
整
備
が
さ
ら
な
る
賃

貸
兵
舎
の
建
設
を
促
し
た
と
い
う
側
面
も
想
定
で
き
よ
う
。
他
に
も
、
ガ
ス
や
電
気
な
ど
が
普
及
す
る
の
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
あ
る
。
賃
貸
兵

舎
は
、
確
か
に
そ
の
巨
大
さ
と
無
骨
な
デ
ザ
イ
ン
で
多
く
の
批
判
を
引
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
物
の
内
部
に
目
を
向
け
る
と
、
賃

貸
兵
舎
は
都
市
化
に
伴
っ
て
複
雑
に
張
り
巡
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
う
し
た
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
の
誕
生
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
な
の
で

　
⑭

あ
る
。

　
次
に
、
一
つ
の
土
地
区
画
に
す
む
住
民
数
が
増
え
る
に
伴
い
、
従
来
と
は
異
な
る
形
の
人
間
関
係
が
賃
貸
丘
ハ
舎
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
想
定
で
き
よ
う
。
ベ
ル
リ
ン
で
一
九
世
紀
前
半
に
建
て
ら
れ
た
住
居
用
の
建
物
で
は
、
構
造
物
は
ほ
ぼ
道
路
に
面
し
た
も
の
だ
け

て
、
建
物
の
後
ろ
の
ほ
う
の
空
間
は
「
裏
庭
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
兵
舎
の
中
で
は
後
ろ
の
ほ
う
の
空
間
に
も
建
物
が
入
り
込

ん
で
い
る
の
で
そ
こ
に
「
中
庭
」
が
出
現
す
舳
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
．
ツ
ィ
レ
の
絵
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
・
「
中
庭
」
が
・
子
供
里
の
遊
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

場
や
井
戸
端
会
議
の
場
と
し
て
住
民
間
の
つ
な
が
り
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
十
分
想
定
で
き
よ
う
。
一
方
で

は
住
民
間
の
軋
礫
も
増
え
た
で
あ
ろ
う
が
、
人
間
関
係
の
場
が
賃
貸
兵
舎
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
と
い
え
る
。
敷
地
の
後
方
の
空
間
が
、
そ
れ

ま
で
の
「
裏
庭
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
も
の
か
ら
、
周
囲
を
住
居
用
の
建
物
で
囲
ま
れ
た
「
中
庭
」
へ
と
転
じ
た
こ
と
は
こ
の
空

間
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
賃
貸
兵
舎
叢
生
後
の
住
宅
改
革
の
議
論
を
み
て
い
こ
う
。
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「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
公
布
後
、
住
宅
問
題
に
関
心
を
も
つ
人
た
ち
の
問
に
新
た
な
改
革
構
想
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
特
徴
を
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

理
す
る
と
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
正
確
な
現
実
認
識
を
も
と
に
住
宅
問
題
を
議
論
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
も
一
八
六
一
年
か
ら
と
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
住
宅
統
計
が
論
者
の
議
論
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
住

宅
問
題
を
扱
う
論
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
漠
然
と
し
た
不
安
感
に
立
脚
し
た
議
論
で
は
な
く
、
社
会
経
済
学
、
都
市
改
革
、
慈
善
と
い
っ
た
明
確

な
観
点
に
立
っ
て
議
論
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
世
紀
中
葉
ま
で
は
既
存
の
都
市
空
間
内
で
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
郊
外
に
解
決
の
糸
口
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
都
市
空
間
全
体
の
改
造
を
前
提
と
し
た
住
宅
改
革
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
「
混
合
居
住
」
の
説
得
力
が

ド
イ
ツ
統
～
葡
後
か
ら
揺
ら
ぎ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
最
後
に
、
こ
う
し
た
議
論
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、
住
宅
問
題
に
対
す
る
調
整
者
と
し
て
の
公
権
力
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
も
建
築
条
令
に
よ
る
建
築
物
へ
の
規
制
に
と
ど
ま
り
、
自
治
体
に
よ
る
住
宅
建
設
や
都
市
改
造
な
ど
は
未
だ
念
頭
に

置
か
れ
て
い
な
い
。
住
宅
改
革
の
主
体
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
は
、
当
局
よ
り
も
非
営
利
的
な
住
宅
建
設
団
体
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
帝
政
期
に
至
る
住
宅
改
革
運
動
の
動
向
を
見
る
と
、
ド
イ
ツ
統
一
と
ほ
ぼ
同
時
に
出
現
し
た
住
宅
改
革
構
想
の
方
向
に
沿
っ
て
事
態

が
進
ん
で
い
く
。

　
ま
ず
、
国
家
や
自
治
体
が
住
宅
の
供
給
や
建
設
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
な
状
況
は
、
帝
政
期
の
ド
イ
ツ
に
は
な
い
。
ド
イ
ツ
帝
国
や
帝

国
最
大
の
邦
で
あ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
に
そ
の
領
域
全
体
に
適
用
さ
れ
る
住
宅
立
法
が
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
よ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
一
九
世
紀
末
以
来
、
住
宅
に
対
す
る
圏
家
の
干
渉
を
要
求
す
る
運
動
も
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
八
八
五
年
の
社
会
政
策
学
会
の

住
宅
事
情
調
査
が
住
宅
問
題
に
何
ら
解
決
が
見
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
を
き
っ
か
け
と
す
る
。
し
か
し
、
帝
政
期
で
は
様
々

な
利
害
の
錯
綜
の
た
め
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
よ
う
や
く
一
九
～
八
年
に
住
宅
立
法
の
成
立
を
み
、
し
か
し
な
が
ら
帝
国
全
体
に
適
用
さ
れ
る
法
律
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⑱

は
帝
政
の
崩
壊
ま
で
結
局
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
ウ
ル
ム
な
ど
の
例
外
的
な
事
例
を
の
ぞ
け
ば
、
自
治
体

が
住
宅
建
設
に
積
極
的
に
関
与
す
る
と
い
う
状
況
も
定
着
し
な
い
。
た
と
え
ば
ベ
ル
リ
ン
で
は
市
議
会
議
員
の
半
分
は
家
屋
所
有
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
社
会
集
団
の
利
害
に
反
し
か
ね
な
い
政
策
を
市
当
局
が
避
け
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
さ

　
　
　
⑲

れ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
公
権
力
が
住
宅
建
設
に
全
く
無
縁
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
世
以
来
、
建
築
条
令
を
介
し
て
建
物
の
大
き
さ
で
あ
る
と
か
、

道
路
や
隣
接
す
る
建
物
と
の
距
離
と
い
っ
た
こ
と
に
公
権
力
に
よ
る
規
制
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
一
九
世
紀
申
葉
に
な
る
と
、
建
築
条
令
に
よ

る
規
制
は
新
た
な
展
開
を
み
せ
る
。
都
市
内
の
地
域
の
性
格
に
応
じ
て
規
定
の
違
う
段
階
的
建
築
条
令
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン

で
も
、
九
七
年
の
建
築
条
令
に
よ
っ
て
、
中
心
部
は
周
辺
部
よ
り
密
に
建
物
を
建
設
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
周
辺
部
の
自
治
体

も
独
自
の
建
築
条
令
を
公
布
し
て
お
り
、
ベ
ル
リ
ン
と
そ
の
周
辺
部
に
は
建
設
が
認
め
ら
れ
る
建
物
に
つ
い
て
六
種
類
の
地
域
が
出
現
し
た
の

　
　
⑳

で
あ
る
。

　
次
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
郊
外
、
と
り
わ
け
南
西
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
リ
ヒ
タ
ー
フ
ェ
ル
デ
、
ヴ
ェ
ス
ト
エ
ン
ト
と
い
っ
た
一
戸
建
て
の
邸
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

用
の
住
宅
地
が
誕
生
し
、
帝
政
期
に
発
展
し
た
。
郊
外
が
住
宅
問
題
の
解
決
に
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
に
な
る

と
都
市
の
外
に
住
居
と
職
場
の
両
方
を
も
う
け
る
田
園
都
市
の
構
想
も
ド
イ
ツ
に
導
入
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
で
も
西
郊
に
シ
ュ
タ
ー
ケ
ン
が
誕
生

　
　
　
⑫

し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
ド
イ
ツ
統
一
前
後
の
構
想
で
住
宅
改
革
の
主
体
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
建
築
協
同
組
合
な
ど
の
非
営
利
的
住
宅
建
設

を
と
り
あ
げ
よ
う
。
こ
れ
は
、
建
築
協
同
組
合
と
配
当
金
制
限
住
宅
会
社
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
前
者
は
、
加
入
す
る
労
働
者
の
自
助
の
原

則
に
基
づ
き
、
加
入
者
が
資
金
を
出
し
合
い
住
宅
建
設
を
お
こ
な
い
、
後
者
は
株
を
発
行
し
て
資
本
家
や
慈
善
家
の
資
金
を
集
め
、
株
に
対
す

る
配
当
金
に
～
定
の
制
限
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
団
体
は
一
八
九
〇
年
代
か
ら
ド
イ
ツ
全
体
で
発
展
を
は
じ
め
る
。
こ
れ
は
、
八

九
年
の
廃
疾
・
養
老
年
金
法
に
よ
り
低
利
の
資
本
が
こ
の
部
門
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
同
年
の
立
法
に
よ
り
協
同
組
合
の
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有
限
責
任
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
で
は
こ
の
分
野
に
よ
る
住
宅
建
設
の
本
格
的
展
開
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
ま
で
に
ベ
ル
リ
ン
に
お
い

て
こ
の
種
の
組
織
が
建
て
た
住
居
は
二
五
三
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
夜
ま
で
に
一
〇
の
建
築
協
同
組
合
に
よ
る

五
五
〇
〇
住
居
、
三
つ
の
配
当
金
制
限
住
宅
会
社
に
よ
る
一
三
五
六
住
居
、
そ
し
て
官
吏
住
宅
協
会
に
よ
る
三
三
〇
〇
住
居
と
一
万
住
居
以
上

を
非
営
利
的
住
宅
建
設
が
供
給
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
住
居
の
総
数
は
六
〇
万
で
あ
り
、
こ
の
数
字
は
全
体
の

二
％
に
満
た
な
い
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
ベ
ル
リ
ン
の
住
宅
は
圧
倒
的
に
私
企
業
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
と
い
え

⑬
る
。　

以
上
が
第
｝
次
世
界
大
戦
前
夜
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
の
住
宅
改
革
運
動
の
到
達
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
タ
ウ
ト
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
展

開
し
た
の
か
を
章
を
改
め
て
み
て
い
ぎ
だ
い
。

①
ベ
ル
リ
ン
の
歴
史
に
つ
い
て
は
≦
。
糞
虫
σ
q
空
げ
び
㊦
（
⑦
焦
シ
O
跨
ら
ミ
ら
ぎ
b
d
睾

　
ミ
9
ぎ
、
N
譜
、
き
惑
曹
q
ミ
9
鷺
い
縁
捜
ミ
寒
、
§
ミ
ひ
ζ
ぎ
。
ぎ
p
解
り
。
。
刈
参
照
。

②
～
九
世
紀
ベ
ル
リ
ン
の
入
口
増
加
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
、
六
七
頁
。

③
イ
ギ
リ
ス
の
住
屠
に
つ
い
て
は
』
。
ぎ
ゆ
盲
9
夢
属
浄
§
N
首
書
。
遷
ミ
ミ
季

　
賊
薦
N
o
◎
嵐
軌
丸
塗
鈎
い
O
邑
O
p
碧
仙
駕
㊦
毛
網
O
鱒
一
〇
〇
Q
α
を
参
照
。

④
こ
の
フ
ァ
ミ
ー
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
史
料
集
で
あ
る
冒
ぎ
目

　
重
臣
①
砕
8
ゲ
O
臥
ω
叶
信
⇔
傷
霞
鶉
ゆ
信
。
噂
話
貯
く
①
誘
　
b
ミ
b
ロ
箋
N
帖
ミ
、
鶏
鳴
融
ぎ
塞
嵐
ミ
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

　
I
N
c
◎
鬼
9
　
肉
凡
ミ
　
さ
か
ミ
ミ
壽
ミ
、
蹄
ら
隷
　
O
題
ら
ミ
鼻
鷺
　
懸
、
　
遠
§
　
尋
N
寒
、
ミ
饒
急
§

　
憲
§
ミ
§
建
§
、
へ
竃
、
譜
、
鳶
冬
ミ
9
、
鷺
、
♂
び
譜
、
℃
、
d
ミ
§
砺
賊
§
轟
魯
動
し
O
鳴
、
－

　
§
ミ
き
碁
聖
§
へ
寒
、
恕
ミ
駄
ミ
§
ミ
讐
轟
§
嵩
譜
、
肉
題
§
酸
慈
、
さ
壁
魯
。
黄

　
窓
雪
0
7
窪
這
o
Q
O
参
照
。
ま
た
、
前
掲
拙
著
、
九
～
1
一
〇
三
頁
。

⑤
同
害
、
七
ニ
ー
七
九
頁
。

⑥
こ
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
コ
九
世
紀
中
葉
ド
イ
ツ
の
住
宅
改
革
運
動
扁

　
『
西
洋
史
学
㎞
一
六
六
、
【
九
九
二
年
お
よ
び
前
掲
拙
著
第
二
部
第
三
章
参
照
。

⑦
一
九
世
紀
中
葉
の
住
宅
改
革
構
想
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
住
宅
改
革
運
動
」

　
お
よ
び
前
掲
拙
著
第
二
部
第
四
章
参
照
。

⑧
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
に
つ
い
て
は
、
O
①
蜂
呂
鳥
囚
母
く
㊦
β
b
晒
し
○
恥
、
N
馬
ミ
、

　
憲
駐
ぎ
巨
財
ミ
◎
『
N
O
◎
養
田
。
。
。
‘
b
毯
b
u
ミ
、
凡
ミ
、
ミ
婁
ぎ
霧
N
O
◎
竃
－
賊
ミ
9
霞
ミ

　
さ
沖
§
謹
ミ
ミ
韻
書
9
逡
ミ
さ
鷺
零
嵩
v
§
ミ
ピ
ミ
斗
寒
、
，
断
弦
ミ
蔦
ミ
曾
嵩
め

　
織
恥
鈎
譜
、
肉
界
装
簿
§
鴫
譜
憶
ヒ
曙
町
ミ
、
ミ
窪
馬
§
§
芯
§
ミ
Q
ミ
§
蹴
譜
、
肉
§
書
－

　
ぎ
N
ミ
恥
ミ
ミ
趣
起
鋳
9
§
9
，
§
さ
武
§
駄
§
§
密
旨
鉢
叩
p
o
洋
白
6
0
。
禽
甘
障
弾

　
U
昏
。
烹
冒
罫
U
興
．
、
葭
。
鐸
Φ
。
茸
覧
き
、
．
．
筆
。
ぴ
一
Φ
目
号
樽
じ
d
巴
一
称
H
ω
［
駐
竃
⇒
7

　
鼠
。
匡
§
α
q
償
ヨ
蝕
①
ζ
葺
㊦
匹
①
ω
一
Φ
9
冒
げ
同
冨
践
①
器
L
多
毛
。
掃
岩
α
Q
”
箭
び
Φ

　
（
①
鮮
ソ
じ
d
ミ
N
斗
，
凄
誘
暮
～
、
、
郵
漂
ゆ
Φ
象
p
6
Φ
O
が
、
関
連
史
料
の
発
掘
を
お
こ
な

　
っ
て
い
る
。
前
掲
拙
著
第
三
部
第
｝
章
も
参
照
。

⑨
賃
貸
兵
舎
に
つ
い
て
は
、
同
書
第
～
部
第
一
章
参
照
。

⑩
U
H
浅
岸
。
・
仲
し
σ
量
。
ダ
切
①
島
ロ
、
。
。
訂
島
。
冨
N
算
§
津
§
傷
篇
①
『
し
d
Φ
冨
量
謡
も
・
・

　
営
三
七
営
”
b
寒
§
隷
ヒ
u
§
西
町
凡
§
毒
冒
ぼ
α
Q
．
H
二
一
9
①
－
卜
。
♪
圃
。
。
刈
ρ

83 （83）



⑪
　
九
六
〇
年
代
以
降
の
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
研
究
は
、
そ
れ
ま
で
の
断
罪
的

　
論
調
を
修
正
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
研
究
と
し
て
は
、
ガ
イ
ス

　
ト
と
キ
ュ
ル
フ
ァ
ー
ス
の
二
冊
の
史
料
集
と
ル
ポ
ヴ
ィ
ツ
キ
の
論
文
の
他
、

　
国
B
雪
騙
鉱
逆
撫
信
二
六
竃
一
ぼ
霞
げ
Φ
割
く
8
田
冒
Φ
す
㊦
甘
。
冨
却
∪
曾
．
．
出
。
ぴ
－

　
お
。
鐸
祉
窪
．
、
」
目
§
専
ミ
鼻
鳶
、
町
§
ぴ
ミ
管
ら
ぎ
ト
§
愈
逡
ミ
鼻
寅
δ
し
Φ
①
b
。
な

　
ど
。
詳
細
は
前
掲
拙
著
第
三
部
第
　
章

⑫
ベ
ル
リ
ン
の
三
重
構
造
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
三
四
〇
1
三
四
三
頁
。

⑬
当
時
の
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
排
泄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
ロ
ジ
ェ
・
ア
ン
リ
・
ゲ
ラ

　
ン
『
ト
イ
レ
の
文
化
史
睡
（
大
矢
タ
カ
ヤ
ス
訳
）
筑
摩
省
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
、

　
　
九
九
五
年
。
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
～
般
的
住
居
の
図
面
を
見
て
も
、
特
別
な
空

　
間
と
し
て
の
「
ト
イ
レ
」
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
前
掲
拙
著
七
～
頁
の
図
面
参

　
照
。
フ
ァ
ミ
ー
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
は
、
中
庭
の
部
分
に
ト
イ
レ
が
設
け
ら
れ
て

　
い
た
が
、
便
器
が
四
一
し
か
な
く
、
住
国
憲
二
〇
〇
〇
に
対
し
て
少
な
す
ぎ
る
。

　
ま
た
上
の
ほ
う
の
階
の
住
民
に
と
っ
て
は
階
段
の
上
り
下
り
の
手
間
が
か
な
り
の

　
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
各
住
居
内
や
廊
下
で
用
が
足
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

　
る
（
同
轡
九
七
一
九
八
頁
）
。
排
泄
物
が
捨
て
ら
れ
た
た
め
ベ
ル
リ
ン
の
道
路
が

　
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
一
九
世
紀
前
半
ベ
ル
リ
ン
の

　
社
会
史
的
史
料
集
ヵ
少
げ
囚
α
三
富
巨
α
≦
象
α
q
§
α
q
国
。
匿
㊦
【
（
巴
．
γ
b
d
ミ
註
鴨
、

　
ト
さ
§
嵐
。
。
q
恥
殴
○
。
へ
ざ
寧
日
§
偽
ミ
ミ
澤
ミ
ミ
b
u
ミ
き
黄
切
Φ
N
諏
ゆ
6
㎝
♪
℃
．
一
隠
h
．
所

　
収
の
史
料
参
照
。

⑭
こ
う
し
た
門
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
智
。
ぎ
p
b
ヴ
。
げ
曾
α
q
’

　
瞭
ぎ
磐
田
。
一
興
偉
巳
国
。
下
戸
訴
O
籠
①
尺
巴
．
）
甲
肉
§
謎
暗
、
冨
ミ
懸
、
§
譜
こ
郵

　
辱
§
ミ
簿
ミ
ミ
こ
昌
b
ロ
ミ
ミ
曽
§
N
P
§
》
ぎ
§
3
《
雪
意
2
中
り
。
。
♪
P
o
。
Q
。
山
δ
．

⑮
…
九
世
紀
ベ
ル
リ
ン
の
住
居
の
構
造
に
つ
い
て
は
拙
著
七
…
頁
参
照
。

⑯
賃
貸
兵
舎
の
み
な
ら
ず
、
帝
政
期
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
か
け
て
の
ベ
ル
リ
ン

　
の
民
衆
生
活
を
活
写
し
た
ツ
イ
レ
の
画
集
、
葭
Φ
写
ユ
。
げ
N
一
一
一
P
U
蕊
ミ
ら
ぎ
N
帖
N
壁

　
寒
罫
欝
自
。
く
2
卜
。
O
O
b
つ
な
ど
参
照
。
ツ
ィ
レ
に
つ
い
て
は
、
「
ベ
ル
リ
ン
・
オ

　
リ
ジ
ナ
ル
ー
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ツ
イ
レ
」
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ガ
ル
ト

　
『
ベ
ル
リ
ン
〈
記
憶
の
場
所
〉
を
辿
る
旅
』
（
谷
口
健
治
・
南
直
人
・
北
村
昌

　
史
・
進
藤
修
～
・
爲
雅
雅
代
訳
）
昭
和
堂
、
二
〇
〇
六
年
。

⑰
前
掲
拙
著
第
三
部
第
二
章
参
照
。

⑱
同
書
二
三
頁
。

⑲
同
書
二
四
頁
。

⑳
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
建
築
条
例
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
閏
魚
嵩
琴
芝
。
r
b
貯

　
切
ミ
§
ミ
ヒ
導
匙
§
、
§
§
餐
嵩
M
き
鳶
§
9
翫
讐
鳳
鴨
嵩
b
σ
犠
§
ミ
ら
簿
き
起
§
蹴
譜
、
§

　
田
蔑
巷
亀
§
譜
嵩
き
ぎ
ぎ
ミ
ぴ
§
譜
、
恥
ミ
ミ
し
σ
鳴
、
§
隔
し
d
Φ
島
目
－
0
7
帥
昌
。
竃
⇒
び
霞
σ
q

　
屠
り
ω
ω
参
照
。

⑳
臣
。
資
霧
≦
集
①
。
・
闇
黛
鴨
§
鳶
、
芯
。
N
§
暗
卜
§
鷺
慈
§
■
N
ミ
O
§
酵
ぎ
§
題

　
b
u
箋
§
ミ
ぎ
、
ミ
§
貸
Q
Q
融
N
捻
9
ゆ
⑦
H
ζ
目
一
8
刈
．

⑫
　
シ
ュ
タ
ー
ケ
ン
に
つ
い
て
は
囚
弾
ユ
囚
蝕
β
b
貯
Q
ミ
§
罵
ミ
ミ
9
§
神
§
貸
鶏
へ

　
一
N
題
§
ぜ
§
M
Q
、
§
§
、
ぎ
蔦
§
馬
舞
b
d
Φ
忌
p
一
り
O
刈
を
参
照
。

⑳
　
前
掲
拙
著
＝
一
八
四
一
＝
一
八
⊥
ハ
頁
。
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三
　
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク

第
｝
次
世
界
大
戦
前
の
段
階
で
既
に
タ
ウ
ト
は
前
章
で
見
て
き
た
住
宅
改
革
運
動
の
動
き
に
関
与
し
て
い
る
。
～
八
八
○
年
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス

ベ
ル
ク
で
生
ま
れ
、
同
地
の
建
築
学
校
に
学
ん
だ
タ
ウ
ト
は
、
一
九
〇
九
年
フ
ラ
ン
ツ
・
ホ
フ
マ
ン
と
と
も
に
ベ
ル
リ
ン
で
開
業
し
た
。

タ
ウ



ブルーノ・タウトとベルリンの住環境（北村）

ト
は
、
一
方
で
は
実
験
的
試
み
を
お
こ
な
う
こ
と
で
評
判
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
三
年
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
国
際
建
築
博
覧
会
の
「
鉄
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
」
や
一
九
｝
四
年
の
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
ケ
ル
ン
博
覧
会
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
を
大
幅
に
取
り
入
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
ラ
ス
ハ
ウ

　
　
　
　
①

ス
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
賃
貸
住
宅
の
設
計
に
従
事
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
コ
ッ
ト
ブ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

サ
ー
ダ
ム
九
〇
番
地
の
賃
貸
住
宅
の
フ
ァ
サ
ー
ド
や
ノ
ネ
ン
ダ
ム
ア
レ
ー
の
賃
貸
住
宅
を
こ
の
時
期
に
設
計
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
後
年

の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
南
東
部
郊
外
に
設
け
ら
れ
た
田
園
都
市
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
と
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の

ジ
ー
ド
ル
ン
ク
「
レ
フ
オ
ル
ム
」
で
あ
ろ
う
。

　
前
者
は
、
ド
イ
ツ
田
園
都
市
協
会
が
ベ
ル
リ
ン
の
南
東
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
土
地
を
開
発
し
た
も
の
で
、
七
五
〇
〇
人
に
一
五
〇

〇
住
居
を
提
供
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
た
め
に
そ
の
一
部
し
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
別
の
建
築
家
に
よ

る
設
計
が
自
治
体
の
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
設
計
を
引
き
継
い
だ
タ
ウ
ト
が
、
第
一
期
工
期
の
三
四
住
居
の
う
ち
、
テ
ッ
セ
ノ
ウ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
一
戸
建
て
一
軒
を
除
く
全
住
居
の
設
計
を
手
が
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
戸
一
の
建
物
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
に
暖
房
可
能
な
部
屋
が
三

つ
と
で
き
な
い
部
屋
が
一
つ
に
加
え
台
所
と
浴
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
こ
れ
も
ド
イ
ツ
田
園
都
市
協
会
の
も
と
タ
ウ
ト
が
設
計
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

従
事
し
た
も
の
で
、
一
九
一
五
年
に
は
費
用
を
考
慮
し
て
簡
単
な
構
造
の
四
戸
一
な
い
し
は
六
戸
一
の
住
居
が
＝
八
軒
建
て
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
こ
る
と
、
ド
イ
ツ
東
部
の
カ
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
労
働
者
住
宅
が
実
現
し
た
ほ
か
は
、
ベ
ル
リ
ン
郊
外
の
ナ
ウ
エ
ン
の
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

市
改
造
案
の
よ
う
に
戦
争
の
影
響
を
受
け
て
中
止
と
な
っ
た
計
画
も
あ
り
、
タ
ウ
ト
の
建
築
家
と
し
て
の
活
動
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
大
戦
中
の
タ
ウ
ト
は
当
時
の
都
市
社
会
の
状
況
や
戦
争
と
い
う
現
実
を
背
景
に
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
れ
が
結
実
し
た
の
が
『
都
市
の
冠
』
（
一
九
一
九
年
）
や
『
ア
ル
プ
ス
建
築
』
（
一
九
一
九
年
）
と
い
っ
た
一
連
の
著
作
で
あ
る
。

　
『
都
市
の
冠
』
で
は
、
広
大
で
単
調
に
な
り
が
ち
な
田
園
都
市
を
中
心
部
の
高
い
建
築
物
に
よ
っ
て
～
つ
の
共
同
体
に
ま
と
め
上
げ
る
こ
と

　
　
　
　
　
⑧

が
意
図
さ
れ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
ア
ル
プ
ス
山
中
を
は
じ
め
と
し
て
地
球
全
体
、
さ
ら
に
は
宇
宙
に
至
る

ま
で
巨
大
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
建
築
物
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
建
築
活
動
に
集
中
さ
せ
、
戦
争
を
回
避
す
る
と
い
う
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⑨

構
想
を
唱
え
た
の
が
『
ア
ル
プ
ス
建
築
』
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
著
作
の
内
容
は
、
そ
の
ま
ま
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
後
の
タ
ウ
ト
の
活
動
に
反
映
し
て
い
る
。

平
地
だ
け
の
ベ
ル
リ
ン
で
山
中
の
建
築
物
を
設
計
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
の
単
調
さ
を
回
避
す
る
よ
う
な
試
み
は
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ア
イ
マ
ル
期
の
タ
ウ
ト
の
建
築
活
動
を
特
徴
づ
け
て
い
た
と
い
え
る
。
飛
行
塔
や
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
を
軸
に
構
想
さ
れ
た
生
駒
山
上
の
住
宅
地

も
、
こ
れ
ら
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
著
作
に
近
い
発
想
で
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
タ
ウ
ト
の
瞑
想
的
期
間
は
大
戦
の
終
了
と
と
も
に
終
わ
り
を
告
げ
る
。
い
く
つ
か
の
住
宅
設
計
を
て
が
け
る
と
と
も
に
、
一
九
二
～
年
に
マ

ク
デ
ブ
ル
ク
の
都
市
建
築
監
察
官
に
任
命
さ
れ
、
都
市
計
画
や
大
規
模
公
共
建
築
の
建
設
に
着
手
す
る
。
し
か
し
、
様
々
な
利
害
の
対
立
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

十
分
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
二
四
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
戻
り
、
独
立
し

た
事
務
所
を
構
え
つ
つ
、
G
E
H
A
G
の
た
め
に
大
々
的
な
住
宅
建
設
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
一
九
二
四
年
は
ベ
ル
リ
ン
の
住
宅
政
策
に
と
っ
て
も
一
つ
の
転
機
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
理
解
す
る
た
め
に
第
一
次
世
界
大
戦

直
後
の
状
況
に
話
を
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
一
八
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
住
宅
立
法
を
手
始
め
に
各
種
の
住
宅
関
連
立
法
が
整
備
さ
れ
、
「
社
会
的
住
宅

建
設
」
の
制
度
的
基
盤
が
確
立
し
て
い
く
。
従
軍
し
て
い
た
兵
士
の
帰
還
に
加
え
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
領
土
か
ら
の
引

揚
者
の
た
め
ド
イ
ツ
国
内
の
住
宅
需
要
は
増
大
し
、
極
度
の
住
宅
不
足
が
発
生
し
た
。
そ
の
た
め
大
戦
直
後
に
は
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
を
通

じ
て
住
宅
供
給
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
公
権
力
に
よ
る
住
宅
供
給
へ
の
介
入
が
社
会
全
体
で
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
総
力
戦
で
あ
っ
た
た
め
、
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
公
権
力
の
手
が
及
ぶ
よ
う

な
状
況
が
不
自
然
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。

　
次
に
、
ベ
ル
リ
ン
は
～
九
二
〇
年
に
周
辺
自
治
体
を
併
合
し
、
大
ベ
ル
リ
ン
を
形
成
す
る
。
こ
の
結
果
、
ベ
ル
リ
ン
の
面
積
は
従
来
の
十
三

倍
に
広
が
る
よ
う
に
な
り
、
人
口
も
大
戦
前
と
比
べ
て
ほ
ぼ
倍
増
し
一
九
二
〇
年
に
は
三
百
八
十
七
万
人
と
な
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
ベ
ル
リ
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ン
の
人
口
は
増
大
し
続
け
、
～
九
二
五
年
に
は
四
百
七
万
人
、
一
九
三
〇
年
に
は
四
百
三
十
三
万
人
に
な
り
、
こ
の
間
増
大
し
続
け
る
人
口
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

対
す
る
住
宅
供
給
は
切
実
な
問
題
で
あ
り
続
け
た
。
大
ベ
ル
リ
ン
の
形
成
は
、
こ
う
し
た
量
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
住
宅
問
題
を
解
決
す
る
場

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
郊
外
が
、
一
つ
の
政
治
的
単
位
に
ま
と
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
郊
外
に
新
た
な
住
宅
改
革
の
試
み
を
行
い
や
す

い
状
況
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
最
後
に
、
時
期
は
前
後
す
る
が
、
一
九
三
〇
年
に
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
へ
ー
ゲ
マ
ン
が
そ
の
著
書
『
石
の
ベ
ル
リ
ン
』
に
お
い
て
ベ
ル
リ
ン
を

「
世
界
最
大
の
賃
貸
兵
舎
都
市
」
と
批
判
的
に
と
ら
え
た
。
そ
の
際
、
彼
は
元
凶
の
一
つ
と
し
て
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
を
槍
玉
に
あ
げ
て
い

る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
こ
う
し
た
書
物
が
鵬
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
賃
貸
兵
舎
に
象
徴
さ
れ
る
一
九
世
紀
後
半
以
来
の
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
発
展
の

あ
り
方
を
批
判
す
る
風
潮
が
、
当
時
、
強
く
見
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
に
も
ヴ
ァ
ル
タ
i
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
賃
貸
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

舎
の
歴
史
を
批
判
的
に
と
ら
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ベ
ル
リ
ン
で
は
疑
惑
的
に
も
領
域
的
に
も
賃
貸
兵
舎
批
判
と
い
う
点
で
も
一
九
世
紀
以
来
の
住
宅
改
革
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
な
住
宅
改
革
の
実
践
を
行
う
た
め
の
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
の
出
発
は
多
難
で
あ
っ
た
。
戦
後
す
ぐ
に
住
宅
不
足
を
背
景
に
市
当
局
が
市
営
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

宅
の
建
設
に
乗
り
出
す
が
、
そ
れ
は
短
期
的
な
試
み
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
事
業
は
別
に
作
ら
れ
た
会
社
組
織
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
一
九
二
四
年
の
家
賃
税
の
導
入
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
イ
ン

フ
レ
に
伴
う
家
賃
の
高
騰
に
よ
っ
て
家
主
層
が
得
た
と
想
定
さ
れ
た
利
得
を
再
配
分
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
税
収
は

建
築
協
同
組
合
、
労
働
組
合
に
よ
る
組
織
、
自
治
体
に
よ
る
組
織
、
社
宅
、
そ
し
て
公
益
的
株
式
会
社
な
ど
の
非
営
利
的
住
宅
建
設
に
積
極
的

に
投
資
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
資
本
を
利
用
し
て
三
〇
年
ま
で
に
＝
二
万
三
千
住
居
が
建
設
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
全
体
で
は
一
九
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

年
の
＝
五
万
住
居
が
一
九
三
三
年
に
は
～
三
五
万
住
居
と
な
り
、
そ
の
間
二
〇
万
住
居
増
え
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
増
加
し
た
住
居
の

半
分
以
上
が
非
営
利
的
住
宅
建
設
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
流
入
人
口
に
十
分
対
応
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
こ
う
し
た
住
居
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に
入
居
で
き
た
の
が
中
間
層
だ
け
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
限
界
は
明
ら
か
だ
が
、
戦
前
の
市
当
局
の
住
宅
政
策
へ
の
消
極
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

比
べ
る
と
大
き
な
変
化
と
い
え
る
。
家
賃
税
に
基
づ
く
公
的
助
成
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
住
宅
改
革
者
は
、
大
戦
前

の
改
革
者
よ
り
も
は
る
か
に
大
規
模
な
住
宅
建
設
に
乗
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
た
一
九
二
四
年
に
タ
ウ
ト
は
部
屋
や
家
具
の
合
理
的
配
置
を
考
察
し
た
『
新
し
い
住
居
』
を
公
刊
し
て
い
る
が
、
タ
ウ
ト

の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
そ
の
実
践
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
タ
ウ
ト
自
身
の
申
告
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
ベ
ル
リ
ン
の
住
宅
市
場
に
供
給
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

住
居
の
う
ち
一
万
二
千
住
居
の
設
計
に
携
わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
改
革
住
宅
の
約
一
劇
が
彼
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
活
動
の
組
織
的

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
二
四
年
設
立
の
G
E
H
A
G
で
あ
る
。
全
国
的
な
組
織
で
あ
る
ド
イ
ツ
官
吏
・
職
員
・
労
働
者
の
た

め
の
住
宅
供
給
株
式
会
社
、
略
称
D
E
W
O
G
の
子
会
社
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
と
そ
の
周
辺
の
様
々
な
建
築
協
同
組
合
や
関
連
す
る
団
体
を

統
合
す
る
組
織
と
し
て
作
ら
れ
た
。
G
E
H
A
G
は
、
所
属
す
る
建
築
協
同
組
合
の
建
て
る
住
宅
の
設
計
や
施
工
な
ど
を
引
き
受
け
て
い
た
。

G
E
H
A
G
に
は
タ
ウ
ト
を
は
じ
め
当
時
著
名
な
建
築
家
が
多
数
参
加
し
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
強
制
的
同
一
化
○
一
①
一
。
ω
。
訂
ぎ
轟
ま
で
に
～
万

一
千
住
居
の
建
築
に
関
与
し
て
い
る
。

　
当
時
の
タ
ウ
ト
の
住
宅
建
設
す
べ
て
が
G
E
H
A
G
絡
み
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
一
年
に
至
る
ま
で
彼
は
こ
の
組
織
の
中
心

的
建
築
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
。
こ
の
間
、
彼
が
設
計
し
、
実
際
に
建
設
に
至
っ
た
集
合
住
宅
や
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
ベ
ル
リ
ン
近
辺
で
二
〇

ヶ
所
以
上
に
及
ぶ
。
土
地
の
広
さ
、
価
格
、
立
地
な
ど
与
え
ら
れ
た
条
件
の
も
と
も
っ
と
も
効
率
よ
く
快
適
な
住
居
を
目
指
し
て
設
計
さ
れ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
に
つ
い
て
は
単
純
な
類
型
化
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
タ
ウ
ト
の
ジ
！
ド
ル
ン
ク
全
体
に
通
じ
る
新
た
な
試
み
と
し
て
は
、
建
物
の
色
彩
に
つ
い
て
の
実
験
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
建
築
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
し
て
の
活
動
の
初
期
段
階
か
ら
色
彩
へ
の
関
心
は
強
く
み
ら
れ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
に
お
い
て
も
建
物
に
は
周
辺
の
環
境
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

考
慮
し
た
着
色
が
な
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
色
彩
に
こ
だ
わ
る
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
建
築
物
が
石
、
煉
瓦
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
素
材
を

む
き
出
し
に
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
町
並
み
が
黒
、
灰
色
、
茶
色
を
中
心
と
し
た
単
調
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
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に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
巨
大
な
構
造
物
で
あ
っ
た
賃
貸
兵
舎
が
跳
梁
蹟
離
し
た
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
は
他
の
都
市
よ
り
も
切
実
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
色
彩
に
と
ど
ま
ら
ず
、
デ
ザ
イ
ン
上
の
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
九
世
紀
に
お
い
て
は
私
企
業
仁
よ
る
も
の
で
あ
る
と
改

革
組
織
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
都
市
内
の
住
宅
の
構
造
が
、
単
純
な
箱
型
の
建
物
に
装
飾
を
く
わ
え
た
だ
け
の
も
の
が
多
か
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
都
市
建
築
を
刷
薪
す
る
大
胆
な
試
み
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
ベ
ル
リ
ン
の
三
重
構
造
を
ふ
ま
え
て
タ
ウ
ト
の
建
て
た
住
宅
の
所
在
地
に
着
目

　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
見
て
み
た
い
。
そ
の
多
く
は
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
が
策
定
さ
れ
た
地
域
よ
り
も
外
に
あ
り
、
残
り
も
策
定
さ
れ
た
地
域
の
外
側
の
は

し
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
タ
ウ
ト
が
設
計
し
た
建
物
の
形
態
を
建
て
ら
れ
た
地
域
に
留
意
し
て
み
る
と
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
の
外
の
地
域

に
は
一
戸
建
て
を
中
核
と
し
た
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
が
設
け
ら
れ
、
中
の
地
域
に
は
四
階
建
て
や
五
階
建
て
の
集
合
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
い
る
（
図

二
）
。

　
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
の
地
域
外
か
ら
見
る
と
、
比
較
的
小
規
模
の
も
の
も
多
い
。
だ
が
、
当
時
に
お
い
て
、
ま
た
現
在
に
お
い
て
も
諸
方

面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
一
戸
建
て
と
集
合
住
宅
を
組
み
あ
わ
せ
て
設
計
さ
れ
た
大
規
模
な
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
で
あ
ろ
う
。
具
体
例

と
し
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
北
粗
画
ラ
イ
ニ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
五
四
一
住
居
か
ら
な
る
「
フ
ラ
イ
エ
・
シ
ョ
レ
」
協
同
組
合
に
よ
る
ジ
ー
ド
ル
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

（一

纉
�
ﾜ
1
一
九
三
一
年
）
、
南
部
の
ブ
リ
ッ
ツ
に
あ
る
一
九
六
三
住
居
の
馬
蹄
形
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
（
一
九
二
五
1
一
九
三
一
年
）
、
南
西
部
の
オ

ン
ケ
ル
・
ト
ム
ス
・
ヒ
ュ
ッ
テ
（
一
九
二
六
－
一
九
三
一
年
）
、
そ
し
て
ブ
リ
ッ
ツ
の
建
築
協
同
組
合
イ
デ
ア
ー
ル
の
三
三
三
住
居
か
ら
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ジ
ー
ド
ル
ン
ク
（
一
九
二
八
一
～
九
三
〇
年
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
う
ち
タ
ウ
ト
が
都
市
建
築
監
督
官
マ
ル
テ
ィ
ー
ン
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
と
共
同
で
設
計
し
た
馬
蹄
形
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
、
中
心
部
に
大
き

な
庭
を
囲
ん
で
馬
の
蹄
の
形
を
し
た
三
階
建
て
の
集
合
住
宅
が
特
徴
的
と
い
え
る
。
そ
の
馬
蹄
形
の
構
造
物
の
周
辺
に
一
戸
建
て
を
つ
な
げ
た

形
の
建
物
国
⑦
警
撃
冨
器
㊤
が
並
ん
で
い
る
。
一
九
六
三
住
居
の
う
ち
一
五
五
六
が
集
合
住
宅
で
あ
る
。
集
合
住
宅
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
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　　　　　　　　　　　　図2　タウトのジードルンクの分布（●）
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が
存
在
す
る
よ
う
だ
が
、
代
表
的
な
も
の
は

暖
房
可
能
な
部
屋
が
二
つ
と
で
き
な
い
部
屋

が
二
つ
に
台
所
と
浴
室
の
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
二
戸
建
て
は
四
〇
七
あ
る
が
、
二

階
建
て
で
、
一
階
に
居
間
、
食
堂
、
台
所
、

二
階
に
寝
室
が
二
つ
と
浴
室
が
設
け
ら
れ
た

タ
イ
プ
が
標
準
的
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
集

合
住
宅
も
一
戸
建
て
も
比
較
的
小
規
模
な
住

居
で
あ
り
、
入
居
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た

階
層
は
広
範
な
民
衆
層
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

馬
蹄
形
の
建
物
で
囲
ま
れ
た
庭
に
は
十
分
な

緑
地
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
、
周
辺
部
も

十
分
な
緑
が
あ
り
、
近
代
的
な
住
居
と
自
然

と
の
融
合
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

　
自
然
と
の
融
合
と
い
う
こ
と
で
は
、
白
樺

と
松
の
林
の
中
に
立
て
ら
れ
た
観
の
あ
る
オ

ン
ケ
ル
・
ト
ム
ス
・
ヒ
ュ
ッ
テ
も
重
要
で
あ

ろ
う
。
「
森
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
」
と
も
呼
ば

れ
た
こ
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
に
は
、
七
期
に
わ

90 （90）



ブルーノ・タウトとベルリンの住環境（北村）

た
る
工
期
を
経
て
集
合
住
宅
に
＝
〇
五
住
居
、
そ
し
て
一
戸
建
て
に
八
～
○
住
居
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
と
馬
蹄
形
ジ
ー
ド

ル
ン
ク
の
間
で
部
屋
数
や
施
設
の
点
で
住
居
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
両
方
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
大
戦
前
の
田
園
都
市
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク

と
同
様
に
、
と
く
に
両
者
と
も
そ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
浴
室
が
必
ず
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
か
な
り
高
い
水
準
の
住

居
を
入
居
す
る
者
に
提
供
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

　
以
上
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
の
地
域
の
外
に
設
け
ら
れ
た
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
、
ベ
ル
リ
ン
周
辺
部
に
残
る
広
大
な
土
地
と
自
然
を
取
り
込

ん
だ
形
で
大
規
模
な
住
宅
地
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
の
だ
と
い
え
る
。

　
他
方
、
帝
政
期
以
来
の
賃
貸
兵
舎
が
根
強
く
残
る
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
の
地
域
に
建
て
ら
れ
た
建
物
は
、
土
地
価
格
や
住
宅
需
要
の
関
連

か
ら
基
本
的
に
集
合
住
宅
で
あ
る
。
　
九
二
五
年
の
建
築
条
令
に
よ
っ
て
裏
屋
な
ど
は
禁
止
さ
れ
、
賃
貸
兵
舎
の
そ
れ
以
上
の
増
殖
が
不
可
能

と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
賃
貸
兵
舎
と
は
違
っ
た
タ
イ
プ
の
集
合
住
宅
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
点
で
象
徴
的
で

あ
っ
た
の
は
、
北
部
の
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ
ア
ー
ベ
ル
ク
に
建
て
ら
れ
た
「
カ
ー
ル
・
レ
ギ
エ
ン
」
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
八
年
か
ら
三
〇
年
に
建
て

ら
れ
た
こ
の
集
合
住
宅
か
ら
な
る
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
、
賃
貸
兵
舎
の
密
集
し
た
地
域
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
建
築
条
令
で
は
こ
う
し
た

地
域
で
は
五
階
建
て
ま
で
に
制
隈
さ
れ
て
い
た
が
、
一
方
人
口
密
集
地
域
で
あ
り
、
住
宅
需
要
も
大
き
か
っ
た
た
め
効
率
よ
く
設
計
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
四
角
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
三
方
の
み
に
建
物
を
建
て
る
様
式
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
工
夫
に
よ
り
中
庭

部
分
が
開
放
的
な
雰
囲
気
と
な
り
、
ま
た
開
口
部
の
並
ん
だ
通
り
は
き
わ
め
て
広
々
と
し
た
光
景
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
三
期
を
予

定
し
て
い
た
工
期
の
う
ち
二
期
だ
け
が
完
了
し
、
一
一
四
八
住
居
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
暖
房
可
能
な
部
屋
が
二
つ
ま
で
の
住
居
が
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

四
三
住
居
と
圧
倒
的
多
数
で
あ
り
、
比
較
的
小
規
模
の
住
居
を
多
数
設
け
そ
の
地
域
の
住
宅
需
要
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
カ
ー
ル
・
レ
ギ
エ
ン
」
で
も
浴
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
タ
ウ
ト
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
、
家
賃
税
の
導
入
や
建
築
条
令
の
改
訂
と
い
う
新
た
な
条
件
の
も
と
、
「
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
案
」
以
来
の

ベ
ル
リ
ン
市
内
の
地
域
特
性
に
応
じ
て
賃
貸
兵
舎
に
代
わ
る
住
宅
様
式
の
試
み
が
な
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
に
、
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浴
室
を
も
う
け
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
水
準
の
住
居
を
入
居
者
に
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
が
ベ
ル
リ

ン
で
建
設
し
た
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
の
う
ち
、
と
く
に
郊
外
の
大
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
、
ジ
ー
メ
ン
ス
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど
他
の
建
築
家
に
よ
る
大
ジ
ー

ド
ル
ン
ク
と
と
も
に
、
郊
外
に
住
宅
問
題
の
解
決
の
手
が
か
り
を
求
め
る
帝
政
期
以
来
の
発
想
の
系
譜
に
属
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
と
い
え
る
。

他
方
、
基
本
的
に
市
民
層
に
限
定
さ
れ
て
い
た
帝
政
期
の
郊
外
住
宅
地
と
ち
が
い
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
、
広
範
な
社
会
面
を

念
頭
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
郊
外
の
住
宅
を
享
受
で
き
る
社
会
層
は
確
実
に
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
試
み
は
あ
く
ま
で
も
市
の
周
辺
部
に
お
け
る
住
宅
増
設
に
と
ど
ま
り
、
根
強
い
批
判
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
当

時
は
賃
貸
兵
舎
を
大
々
的
に
解
体
し
た
り
、
旧
来
の
市
街
地
を
再
編
成
し
た
り
す
る
こ
と
に
ま
で
住
宅
改
革
者
の
議
論
は
進
ま
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
タ
ウ
ト
や
同
時
代
の
建
築
家
や
住
宅
改
革
者
は
、
伝
統
的
な
市
の
中
心
、
賃
貸
兵
舎
の
乱
立
す
る
地
域
、
そ
し
て
郊
外
の
自
然
の
中
の

住
宅
地
と
い
う
帝
政
期
以
来
の
ベ
ル
リ
ン
の
構
造
の
枠
の
中
で
住
環
境
の
改
善
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
新
た
な

条
件
の
も
と
の
新
た
な
住
宅
改
革
の
試
み
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
発
想
の
根
底
は
一
九
世
紀
以
来
形
成
さ
れ
て
き
た
ベ
ル
リ
ン
都
市
社
会
の

構
造
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
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翻
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μ
O
課

⑮
卜
§
ぎ
・
N
も
．
鱒
①
O
．

⑯
国
び
げ
Φ
（
Φ
e
u
曇
ミ
も
．
。
。
①
ω
あ
⑦
『
．

⑰
門
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
年
譜
ブ
ル
ー
ノ
タ
ウ
ト
自
身
に
よ
る
一
九
三
六
年

　
の
履
歴
書
よ
り
」
セ
ゾ
ン
美
術
館
編
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。

⑱
一
九
〇
六
年
に
行
わ
れ
た
、
ル
ー
ト
ヴ
イ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
近
郊
の
ウ
ン
タ
ー
リ
ン

　
ク
シ
ー
ゲ
ン
の
福
音
教
会
の
改
装
の
際
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
彩
色
の
試
み
を
行
お
う

　
と
し
て
い
る
。
セ
ゾ
ン
美
術
館
編
前
掲
書
、
八
八
一
九
二
頁
。

⑲
彼
の
最
晩
年
の
著
作
槻
建
築
芸
術
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
八
年
）
に
お
い

　
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
姻
識
入
の
一
般
的
風
潮
に
反
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
パ
ル
テ
ノ

　
ン
が
も
と
も
と
は
彩
色
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
感
覚
か
ら
必

お
　
わ
　
り
　
に

　
然
の
も
の
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
色
彩
へ
の
こ
だ
わ
り
を
考
え
る
際
に

　
重
要
で
あ
ろ
う
（
同
害
九
〇
頁
）
。
ま
た
、
パ
ル
テ
ノ
ン
が
彩
色
さ
れ
て
い
た
こ

　
と
、
お
よ
び
そ
れ
を
取
り
去
っ
て
白
亜
の
構
造
物
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
粟

　
原
麻
子
「
パ
ル
テ
ノ
ン
　
歴
史
の
な
か
の
存
在
」
奈
良
大
学
文
学
部
世
界
遺
産

　
コ
ー
ス
編
噸
世
界
遺
産
と
都
市
臨
風
媒
社
、
二
〇
〇
一
年
参
照
。

⑳
タ
ウ
ト
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
賭
①
a
ぎ
α
q
輿
簿
鉢
（
Φ
傷
ω
．
）
り

　
魯
ミ
も
．
ω
一
〇
－
ω
霧
の
タ
ウ
ト
に
よ
る
建
築
の
リ
ス
ト
参
照
。
ま
た
、
≦
一
駄
瀞
q

　
b
ヴ
冨
8
ρ
b
む
ミ
ミ
寄
ミ
罫
ミ
恥
、
翁
誉
、
譜
§
b
d
§
§
静
ゆ
①
臣
目
N
O
O
。
。
も
参
照
。

　
タ
ウ
ト
に
よ
る
ジ
…
ド
ル
ン
ク
の
代
表
的
な
も
の
は
、
セ
ゾ
ン
美
術
館
編
前
掲
書

　
二
〇
九
一
二
四
〇
頁
お
よ
び
ワ
タ
リ
ム
美
術
館
編
前
掲
書
二
三
…
四
七
頁
で
も
紹

　
介
さ
れ
て
い
る
。

⑳
累
①
熱
。
α
q
興
Φ
欝
笑
巴
。
。
■
）
甲
§
ら
ド
唱
．
ω
0
刈
．

⑫
ミ
鼻
ワ
ω
①
ω
山
添
．

㊧
詩
題
P
G
。
①
。
。
ゐ
刈
ρ

⑳
奪
ミ
a
替
る
刈
。
。
．

⑳
孚
島
。
弼
二
二
も
’
ω
O
ム
①
．

⑱
瓢
①
熱
昌
α
q
Φ
『
Φ
冨
圃
λ
巴
。
・
■
）
甲
曇
§
も
9
ω
♂
『
ω
刈
メ

本
稿
は
、
タ
ウ
ト
の
建
築
活
動
を
ひ
と
ま
ず
一
九
世
紀
以
来
の
ベ
ル
リ
ン
都
市
社
会
の
変
化
や
住
宅
改
革
運
動
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
と
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
タ
ウ
ト
ら
の
活
動
の
相
違
で
あ
る
と
か
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル

期
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
社
会
の
変
化
の
な
か
で
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
十
分
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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と
は
い
え
、
本
稿
は
、
タ
ウ
ト
の
活
動
が
一
九
世
紀
以
来
の
住
宅
改
革
運
動
の
伝
統
や
都
市
社
会
の
構
造
の
影
響
を
受
け
、
ま
た
そ
う
し
た

も
の
に
そ
の
構
想
の
根
底
の
部
分
で
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
そ
の
目
的
は
十
分
置
達
成
し
た
と
い
え
る
。
従
来
の
研

究
は
二
つ
の
時
期
の
間
の
関
係
を
十
分
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
住
宅
政
策
や
改
革
を
検
討
す
る
際
に
も
、
一
九
世
紀
以

来
の
住
宅
改
革
運
動
と
の
連
続
性
と
断
絶
を
考
慮
し
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
タ
ウ
ト
の
建
築
家
と
し
て
の
活
動
や
そ

の
背
景
に
あ
る
思
想
の
変
遷
を
史
料
に
立
脚
し
て
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
二
点
ほ
ど
展
望
を
の
べ
て
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
自
身
は
、
一
九
三
二
年
の
短
期
間
の
モ
ス
ク
ワ
滞
在
の
後
、
～
九
三
三
年
に
ナ
チ
ス
政
権
が
成
立
す
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
彼
の
社
会
主
義
よ
り
の
活
動
の
た
め
迫
害
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
亡
命
し
、
一
九
三
六
年
ま
で
日
本
に
滞
在
す
る
。
そ
の
間
、
冒
頭

で
の
べ
た
よ
う
に
、
生
駒
山
上
の
住
宅
地
を
設
計
す
る
が
、
実
現
せ
ず
、
ま
た
他
に
も
ほ
と
ん
ど
建
築
家
と
し
て
の
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
。

三
六
年
に
は
、
ト
ル
コ
に
亡
命
し
て
い
た
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
設
計
の
僚
友
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
尽
力
で
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
工
芸
大
学
と
文
部
省
建

築
主
任
の
職
を
得
る
。
ト
ル
コ
で
の
活
動
は
も
っ
ぱ
ら
学
校
や
官
公
庁
の
設
計
で
あ
り
、
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
設
計
に
は
手
を
染
め
て
い
な
い
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

九
三
八
年
、
彼
は
ト
ル
コ
の
地
で
五
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
タ
ウ
ト
の
ジ
！
ド
ル
ン
ク
へ
の
関
与
は
一
九
二
〇
年
代
に

実
質
的
に
お
わ
り
を
告
げ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ナ
チ
政
権
成
立
直
後
に
亡
命
、
異
国
で
客
死
し
た
タ
ウ
ト
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

ド
イ
ツ
の
建
築
界
で
は
大
き
な
関
心
を
も
た
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
経
済
的
状
況
や
社
会
的
風
潮
に
適
合
し
た
建
築
を
設

計
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
彼
は
時
代
遅
れ
の
存
在
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
置
か
れ
た
状
況
も
タ
ウ
ト
同
様
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
一
九
三
七
年
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
建
築
家
シ
ュ
ペ
ー
ア
に
命
じ

て
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ロ
ー
マ
に
匹
敵
す
る
」
都
市
に
す
べ
く
ベ
ル
リ
ン
の
大
改
造
に
乗
り
出
す
。
軸
と
な
る
南
北
と
東
西
に

走
る
大
道
路
の
建
設
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
既
存
の
道
路
を
拡
充
す
る
だ
け
の
東
西
の
軸
に
対
し
て
、
南
北
の
軸
は
中
心
部
の
一
五
万
人
収
容

の
大
ホ
ー
ル
か
ら
凱
旋
門
を
経
て
南
駅
に
至
る
幅
一
五
六
メ
ー
ト
ル
の
大
道
路
を
、
既
存
の
建
築
物
や
鉄
道
線
路
を
撤
去
し
て
設
け
る
こ
と
が

94　（94）



ブルーーノ・タウトとベルリンの住環境（北村）

計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
べ
て
き
た
ベ
ル
リ
ン
の
三
重
構
造
に
ち
ょ
う
ど
く
さ
び
を
打
ち
込
む
こ
と
に
な
り
、
必
然
的
に
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

構
造
全
体
の
再
編
成
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
九
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
る
と
部
分
的
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
工
事
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
代
わ
り
に
ベ
ル
リ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
連
合
国
に
よ
る
爆
撃
や
市
街
戦
に
よ
る
被
害
で
あ
り
、
冷
戦
の
ま
っ
た
だ
中
で
つ
く
ら
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の

⑤壁
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
者
で
は
住
宅
の
三
分
の
一
が
破
壊
さ
れ
、
後
者
で
は
ベ
ル
リ
ン
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
無
骨

な
壁
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
タ
ウ
ト
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
は
、
住
宅
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
た
の
だ
が
、
分
断

と
い
う
極
度
の
緊
張
状
態
の
な
か
で
は
自
然
と
の
共
生
や
色
彩
の
実
験
と
い
っ
た
特
性
は
そ
の
意
味
合
い
を
十
分
に
認
識
さ
れ
づ
ら
い
状
況
に

あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
彼
に
対
す
る
関
心
が
ド
イ
ツ
本
国
に
お
い
て
高
ま
っ
た
の
は
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
自
然
と
の
融
合
を
は
か
っ
た
彼
の
建
築
が
再
び
注
目
を
浴
び
た
と
い
う
背
景
を
想
定
で
き
よ
う
。
一
九
八
○
年
代
に
は
タ
ウ
ト
の
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
た
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
の
修
復
や
色
彩
の
再
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
再
統
一
が
、
冷
戦
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
悲
劇
の
街
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
の
呪
縛
か
ら
ベ
ル
リ
ン
を
解
放
し
た
こ
と
も
、
戦
間
期
の
ベ
ル
リ
ン
で
活
躍
し
た
タ
ウ
ト
へ
の
関
心
の
背
景
と
な
っ
た
こ
と
も
想
像
に

難
く
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
タ
ウ
ト
ら
の
建
設
し
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
改
革
住
宅
は
、
そ
の
歴
史

的
意
義
の
再
評
価
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
タ
ウ
ト
の
活
動
に
つ
い
て
は
セ
ゾ
ン
美
術
館
編
前
掲
書
、

　
二
五
一
－
二
五
八
頁
。

②
ト
ル
コ
に
お
け
る
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
は
同
書
＝
二
七
⊥
二
二
七
頁
。

③
じ
d
蕾
p
い
践
9
§
鳴
窓
。
誤
織
b
d
ミ
N
ミ
9
忌
§
ミ
茜
Q
§
嵩
§
醇
§
望
帖
ミ
ぎ

　
ミ
・
魯
§
N
§
勢
ら
§
魯
¢
輝
く
①
厨
蹄
団
。
｛
0
置
〇
四
α
Q
o
℃
屋
ω
し
・
一
8
『
も
．
一
ω
鼻
山
ω
同
．

④
第
二
次
世
雰
大
戦
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
甘
♂
弓

　
閃
ユ
＆
ユ
。
ず
Ω
Φ
一
偉
自
餌
囚
冨
環
。
・
国
H
＜
Φ
β
b
象
b
d
ミ
．
N
営
ミ
，
ミ
魯
ぎ
竈
嵐
ゆ
虹
叩
嵐
鵠
ゆ

　
田
ミ
§
ぎ
ミ
§
ミ
、
蹄
ら
ぎ
Q
俺
動
ら
ミ
き
鷺
譜
、
缶
霧
魁
ミ
ミ
卜
い
M
b
u
ミ
N
§
暗
貯
嵩
蕊
謎
§
，

　
じ
σ
鳴
識
ら
ミ
．
．
N
リ
へ
軌
袋
誤
謬
譜
、
藩
議
§
画
貸
ミ
」
譜
謡
早
糖
ミ
ミ
鴨
ミ
譜
、
ミ
§
恥
ミ
ミ
§

　
O
、
寒
寝
跨
q
》
偽
嵩
目
無
ら
浮
四
竃
、
四
〉
雨
禺
恥
b
口
幕
卜
b
く
趣
黛
い
ミ
馬
ミ
四
霜
繋
恥
§
一
§
、
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
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捜
起
無
題
§
、
§
恥
註
鼻
試
匿
。
冨
ロ
一
⑩
c
。
⑩
参
照
。

⑤
ベ
ル
リ
ン
の
壁
に
つ
い
て
は
い
践
ρ
魯
．
ミ
も
・
甲
ω
O
参
照
。
分
断
さ
れ
て
い

　
た
時
代
の
ベ
ル
リ
ン
を
象
徴
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ド
レ
ー

　
ア
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ガ
ル
ト
前
掲
轡
の
「
社
会
主
義
統
一
党
の
ベ
ル
リ
ン
扁
お
よ
び

　
「
分
断
さ
れ
た
べ
ル
リ
ン
ー
壁
に
囲
ま
れ
た
西
側
」
を
参
照
。

⑥
ヨ
的
琶
じ
d
冨
自
p
芝
。
ぎ
訂
償
齢
撃
く
8
b
d
【
琶
。
凝
g
卑
小
一
［
§
σ
q
葺
匹

　
芝
冨
伍
Φ
鹸
㊦
「
ω
8
躍
露
α
q
｛
費
げ
凝
臼
》
「
9
搾
Φ
寮
日
」
目
累
①
H
曲
口
α
Q
費
簿
鉢
（
Φ
牙
シ

　
鼻
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）
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Bruno　Taut　und　die　Berliner　Wohnumwelt．　Mit　Schwerpunkt

　　　　　　auf　dem　Siedlungsbau　in　der　zweiten　Halfte　der

　　　　　　　　　　zwanziger　Jahre　des　20．　Jahrhunderts

von

KITAMuRA　Masaim

　　Der　deutsche　Architekt　Bruno　Taut　nahm　im　Berlin　der　zweiten　Htilfte　der

zwanziger　Jahre　des　20．　Jahrhtmderts　aktiv　am　Bau　von　Wohnungen　fUr　breitere

soziale　Schichten　teil．　Mit　6ffentlicher　F6rderung　ftthrten　damals　viele

gemeinngtzige　Baugesellschaften　in　groBem　MaBstab　Wohnungsbauvorhaben

durch．　ln　diesem　Sektor　wurden　mehr　als　130，000　WohnungeR　gebaut，　und

zw61ftausend　davon　wurden　von　Bruno　Taut　gep｝ane．　ln　letzter　Zeit　hat　die

baugeschichtliche　Forschung　Uber　Bruno　Taut　sowohl　in　Deutschland　als　auch　in

Japan　zugeRornmen．　Dabei　steht　jedoch　der　Standpunkt，　Bruno　Taut　mit　dem

Wandel　der　Berlmer　Stadtgeseilschaft　in　Verbindung　zu　bringen，　nicht　im　Vorder－

grund．　Deshalb　versuche　ich　in　（liesem　Artikel，　die　Siedlungen　von　Bruno　Taut　in

den　Kontext　der　Entwiclriung　der　Wohnumwelt　in　Berlin　seit　der　ersten　Htiifte　des

19．　Jahrhunderts　zu　stelleR．　Daftir　gebe　ich　zuerst　einen　Uberblick　tiber　die

Wohnumwelt　und　die　Wohnungsrefonnbewegung　in　Berlin　im　19．　Jahrhundert　und

richte　dabei　meine　Aufrr｝erksaml〈eit　auf　die　Struktur　der　Berliner　Gesellschaft，　die

infolge　des　‘Hobrechtplans’　（1862）　entstand．　ln　der　Zeit　des　Deutschen　Reiches

entstar｝d　eine　dreifache　Stadtstruktur　in　Berlin：　1．　das　Stadtzenmm，　wo　das　tradi－

tionelle　Stadtbgd　weiter　bestand；　2．　das　dieses　Stadtzentrum　urm’almende　Gebiet，

dessen　Stra8ennetz　durch　den　‘Hobrechtplan’　geplant　wurde，　und　wo　damals　viele

Mietskasernen　und　groBe　Gebaude，　wie　Bahnhdfe，　Viehmatrkte　usw．，　gebaut　wur－

den；　3．　die　auBerhalb　clieses　Gebiets　liegenden　Vororte　im　Grttnen，　wo，　vor　aflem

im　Sttdwesten，　die　Villenl〈olonlen　wie　Lichterfelde，　Waimsee　oder　Westend　ent－

standen．　Dann　schatze　ich　den　Zusamrnenhang　zwischen　der　dreifachen　Struktur

Berlins　und　den　von　Bruno　Taut　geplanten　Siedlungen　ein：　1．　gab　es　im　Stadtzen一

雛mkej皿e　Siediungen；2．　plante　er㎞Gebiet　des‘Hobrechtplans’Siedlungen，　die

ausschlieBlich　aus　Geschosswohnungen　bestanden；　und　3．　waren　viele　Siedlungen

in　den　Vororten　ein　Gemisch　aus　Einfarnilienhtiusern　und　Geschosswohnungen．

Daraus　12sst　sich　schlieBen，　dass　das　Werk　von　Bxuno　Taut　unter　dem　Einfluss
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der　dreifachen　Stadtstruktur　Berlins　stand．　AbschlieBend　versuche　ich　das

Verhalmis　zwischen　der　Bewertung　Bruno　Tauts　in　der　Geschichtswissenschaft

und　der　Architektur　und　dem　Wandel　der　Berliner　Gesegschaft　nach　dem　Zweiten

Weltkiieg　zu　analysieren，　um　se　die　Ergebnisse　dieses　Artikels　in　IEmger　Perspek－

tive　bis　hinein　in　Ctie　Gegenwart　zu　betrachten．

Emergence　of　the　Discourse　of　Global　Environmental　Crisis　in

　　　　　　　　　　　the　British　Empire　between　the　Wars

by

MlzuNo　Shoko

This　study　examines　the　way　in　which　the　discourse　of　global　environmental　cri－

sis　emerged　and　spread　in　the　British　Empire　between　the　Wars，　and　also　identi－

fies　the　nature　of　this　discourse．臨止e　lield　of　enviitonmentai　history，　the　proc－

esses　by　which　and　how　far　environments　have　changed　on　a　global　basis　has　been

amain　conce肌Most　h量storians　agree　that　the　empi　7e　had　a　major　impact　on　such

enviironmental　changes．　Meanwh且e，　the　questions　how　and　why　a面ety　abo厩the

global　environmeRt　were　widespread　have　not　yet　been　answered．　ln　this　article，　I

mainly　deal　with　the　arguments　among　coionial　scientists　of　enviror｝nrtental　deg－

radation，　such　as　soil　erosion　and　deslccation，　not　only　withn　the　empire　but　also

in　the　rest　of　the　wor1d．

　　In　the　first　part　of　this　study，　1　observe　the　progression　of　desiccation　theory．　I

use　the　term　‘desiccation　theoyy’to　incorporate　a　1ar’ge　body　of　ideas　centred　on

the　connections　between　defore＄tation　on　the　one　hand，　and　increased　erosion，

flooding　and　overaH　aridity　of　land　and　climate　on　the　other．　This　theory　had　been

advocated　mostly　by　the　members　of　the　lndian　Forest　Service　since　the　late

nineteenth　century．　They　recognized　desiccation　as　a　phenomenon　particular　to

tropical　and　subtropical　conditions，　but　they　began　to　understand　that　desiccatioR

could　happen　anywhere　in　the　world　after　the　First　World　War．

　　There　follows　an　analysis　of　the　discussion　about　‘the　encroaclmient　of　the

Sahara’，　which　had　effects　on　the　discourse　of　global　environmental　crisis．　Thirough

this　edscussion，　1　explore　how　desiccation　theory　was　interpreted　by　ecelogists，

geographers，　agriculturalists，　soii　scientists　and　so　oR．　At　the　same　time，　1　seek　to

indicate　that　colonial　scientists　came　to　share　ideas　concerning　the　relationship　be一

（280）


